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広報うだ　 ２

４
月
９
日
、
市
文
化
会
館
で
「
宇

陀
市
誕
生
記
念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
に
は
、合
併
功
労
者
の
ほ
か
、

国
や
県
、
行
政
委
員
な
ど
各
種
団
体

の
代
表
者
の
方
々
、
約
３
０
０
人
が

出
席
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
宇
陀

太
鼓
連
盟
宇
陀
支
部
に
よ
る
和
太
鼓

が
力
強
く
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
市
長
は
、「
社
会
情
勢
や
各

町
村
の
事
情
な
ど
、
き
わ
め
て
厳
し

く
、
か
つ
、
複
雑
な
状
況
の
も
と
、

合
併
協
議
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
合
併
協
議
の
調
整
が

で
き
た
こ
と
に
対
し
、
皆
さ
ま
方
の

ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
振
り
返
り
、「
合
併
前
の
各
町
村

に
お
け
る
資
源
を
活
か
し
、
宇
陀
市

と
し
て
の
新
た
な
行
政
基
盤
を
築

き
、
行
政
改
革
や
財
政
の
健
全
化
、

少
子
高
齢
化
、
地
方
分
権
化
に
対
応

し
、
宇
陀
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る

『
水
と
緑
・
歴
史
と
文
化
が
共
生
す

る
　
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
ま
ち
』
の
一

日
も
早
い
実
現
に
向
け
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
礎
を
固
め
ら
れ
る
よ
う
着
実

な
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
が
必

要
。
ま
た
、
今
後
も
よ
り
き
め
細
か

な
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た
め

に
も
市
民
の
み
な
さ
ん
と
対
話
を
積

み
重
ね
、
市
民
と
の
協
動
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

広
沢
市
議
会
議
長
は
、「
宇
陀
市

誕
生
に
あ
た
り
、
絶
大
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
っ
た
方
々
に
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
激
動

す
る
大
変
革
期
に
、
す
べ
て
の
地
域

の
歴
史
、
文
化
を
享
有
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
古
く
か
ら
守
り
育
て

て
き
た
資
産
を
発
展
さ
せ
、
活
力
と

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
私
た
ち

の
使
命
で
す
。
数
多
く
の
課
題
に
対

し
、
市
民
同
士
が
一
体
感
を
も
ち
、

行
政
と
連
携
を
深
め
、
行
政
が
市
民

に
応
え
る
な
ら
ば
『
水
と
緑
・
歴
史

と
文
化
が
共
生
す
る

ふ
れ
あ
い
豊

か
な
ま
ち
』
が
実
現
す
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
柿
本
善
也
奈
良
県
知
事

の
ほ
か
、
田
野
瀬
良
太
郎
衆
議
院
議

員
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
の
合
併
功
労
者
表
彰
で

は
、
末
宗
徹
郎
総
務
省
自
治
行
政
局

地
域
振
興
課
過
疎
対
策
室
長
か
ら
、

旧
４
町
村

長
と
旧
４

町
村
議
会

議
長
に
総

務
大
臣
表

彰
が
伝
達

さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、

前
田
市
長

か
ら
合
併

協
議
会
関

係
者
13
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昨
年
公
募
さ
れ
た
宇

陀
市
の
市
章
で
最
優
秀
賞
と
な
っ
た

熊
本
市
在
住
の
萱
野
光
俊
さ
ん
に
賞

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
後
、
荒
井
敦
子
さ
ん
と
市
民

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
記
念
コ

ー
ラ
ス
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

○
合
併
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

芳
岡
一
夫
（
旧
大
宇
陀
町
長
）

梅
　
　
弘
（
旧
菟
田
野
町
長
）

前
田
禎
郎
（
旧
榛
原
町
長
）

奥
本
　
　
（
旧
室
生
村
長
）

山
本
新
悟
（
旧
大
宇
陀
町
議
会
議
長
）

畑
山
太
良
（
旧
菟
田
野
町
議
会
議
長
）

広
沢
和
夫
（
旧
榛
原
町
議
会
議
長
）

森
井
文
雄
（
旧
室
生
村
議
会
議
長
）

○
合
併
功
労
者
感
謝
状
贈
呈

（
合
併
協
議
会
３
号
委
員
）

井
上
源
一（
大
宇
陀
区
）・
辻
本
勝
次（
大

宇
陀
区
）・
森
本
光
俊
（
大
宇
陀
区
）・

辻
本
俊
治（
菟
田
野
区
）・
木
岡
怜
子（
菟

田
野
区
）・
東
好
成（
菟
田
野
区
）・
市
川

勍
之
輔（
榛
原
区
）・
三
本
木
康
祐（
榛
原

区
）・
菅
谷
弘
子（
榛
原
区
）・
松
塚
幾
善

（
榛
原
区
）・
福
田
博
一（
室
生
区
）・
山

本
安
弘（
室
生
区
）・
北
森
義
卿（
室
生

区
）

市章の表彰を受ける萱野さん

平
成
18
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
本
市
で
は
、
主
に
経
常
経

費
を
予
算
化
し
た
骨
格
予
算
が

執
行
さ
れ
る
中
で
、
旧
４
町
村

合
併
協
議
会
で
協
議
さ
れ
た
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
実
施
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
財
政
状
況
は
依
然
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
分

野
に
お
い
て
行
財
政
改
革
を
推

し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。今

か
ら
二
百
年
以
上
前
の
江

戸
時
代
の
後
期
、
財
政
が
破
綻

し
、
貧
窮

ひ
ん
き
ゅ
う

に
あ
え
い
で
い
た
東

北
の
名
門
米
沢
藩
を
再
生
へ
と

導
い
た
藩
主
上
杉
鷹
山
よ
う
ざ
ん

と
い
う

歴
史
上
の
人
物
が
思
い
浮
か
び

ま
す
。

鷹
山
が
藩
主
と
な
っ
た
時
に

「
受
け
継
ぎ
て
　
国
の
司
の
身

と
な
れ
ば
　
忘
る
ま
じ
き
は
民

の
父
母
」
と
い
う
和
歌
を
詠よ

ん

で
い
ま
す
。
鷹
山
は
、
藩
士
、

領
民
の
心
に
改
革
の
火
種
を
移

し
、
民
の
た
め
の
政
治
を
行
っ

た
偉
人
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
こ
と
は
、
現
在
に
生
き
る
私

た
ち
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で

あ
り
、
日
本
の
歴
史
に
学
ぶ
と

い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
さ
に
改
革
に
は
痛
み
を
伴

い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
と
は
、

単
な
る
財
政
再
建
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
住
む
一
人
ひ
と
り

が
ま
ち
を
愛
し
、
住
み
よ
い
豊

か
な
ま
ち
を
創
ろ
う
と
す
る
そ

の
尊
い
心
を
育
て
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

今
後
、
住
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
行
財
政
改
革
を
推
進

し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

宇
陀
市
誕
生
記
念
式
典

代表して合併功労者感謝状贈呈を受ける井上さん



市立病院 
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生
区 
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近鉄榛原
駅 

大宇陀 
土木事務所 

道の駅 
「宇陀道大宇陀」 

至
菟
田
野
区 

至吉野 

至榛原区 至桜井・榛原区 

大宇陀 
地域事務所 

菟田野 
保健センター 

菟田野郵便局 
至
大
宇
陀
区 

至東吉野 

至榛原区・室生区 菟田野地域事務所 

室生地域事務所 

東宇陀広域消防 至
名
張 

至
榛
原
区 

宇陀市役所 
榛原地域事務所 

大宇陀地域事務所

宇陀市役所・榛原地域事務所

室生地域事務所

菟田野地域事務所

１
月
１
日
の
開
市
式
に
続
き
、
４
日

に
は
市
役
所
及
び
各
地
域
事
務
所
で
開

所
式
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
開

始
し
ま
し
た
。

市
役
所
・
各
地
域
事
務
所

業
務
開
始
！

◆宇陀市市章
宇陀市の「う」の字をモチーフに、大宇陀町・
菟田野町・榛原町・室生村の４町村の合併と宇陀
市の誕生を４つの花弁の開花で表し、レッドは活
力を、グリーンは豊かな自然を、ブルーは清らか
な水をイメージ。全体として宇陀市の魅力と活力
あふれる将来像を表徴しています。
なお、この市章は、合併協議会が昨年末に募集
した市章デザイン応募作品の中から選ばれた、萱野光俊さん（熊本県）の
作品です。

◆市役所・各地域事務所の所在地

３　広報うだ　２００６.１



宇
陀
市
人
事
異
動

４
月
１
日
付
　
（

）内
は
旧
任

広報うだ　 ４

■
部
長
級

【
市
役
所
】

▽
都
市
整
備
部
長
　
樋
口
保
行
（
総

務
部
次
長
﹇
総
務
課
長
事
務
取
扱
﹈）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
　
西

岡
博
文（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所
長
）

■
次
長
・
課
長
・
主
幹
級

【
市
役
所
】

▽
秘
書
広
報
課
長
　
木
下
昌
久
（
榛

原
地
域
事
務
所
企
画
総
務
課
長
）
▽

総
務
課
長
　
覚
地
秀
和
（
同
収
税
課

長
）
▽
同
危
機
管
理
室
長
　
楠
田
順

康
（
同
市
民
課
長
）
▽
税
務
課
主
幹

水
口
順
久
（
同
福
祉
課
主
幹
）
▽
収

納
課
主
幹
　
西
角
政
美
（
菟
田
野
地

域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
長
）
▽

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
　
尾
崎
康
二

（
広
報
情
報
課
長
）
▽
環
境
対
策
課

長
　
山
口
尚
平
（
榛
原
地
域
事
務
所

環
境
課
長
）
▽
同
主
幹
　
森
井
清
秀

（
環
境
対
策
課
長
）
▽
同
付
東
宇
陀

環
境
衛
生
組
合
派
遣
　
岡
本
芳
朗

（
危
機
管
理
課
長
）
▽
同
護
美
セ
ン

タ
ー
所
長
　
安
達
俊
平
（
榛
原
地
域

事
務
所
護
美
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
健

康
福
祉
部
次
長
福
祉
事
務
所
次
長
兼

務
　
喜
久
山
朝
一
郎
（
健
康
福
祉
部

次
長
﹇
健
康
づ
く
り
課
長
事
務
取

扱
﹈）
▽
市
民
福
祉
課
主
幹
　
藤
田

靜
孝（
榛
原
地
域
事
務
所
福
祉
課
長
）

▽
同
付
社
会
福
祉
協
議
会
榛
原
支
所

派
遣
　
山
本
富
男
（
榛
原
地
域
教
育

事
務
所
生
涯
学
習
課
主
幹
）
▽
同
病

院
建
設
準
備
室
長
　
福
森
章
（
都
市

計
画
課
長
）
▽
同
榛
原
保
健
セ
ン
タ

ー
所
長
　
増
田
順
作
（
榛
原
地
域
事

務
所
保
健
課
長
）
▽
同
健
康
づ
く
り

対
策
室
長
　
井
戸
本
綾
乃
（
同
福
祉

課
付
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
▽
産

業
振
興
課
長
　
東
久
博
（
林
業
振
興

課
長
）
▽
同
主
幹
﹇
農
業
担
当
﹈
中

出
隆
三
（
農
業
振
興
課
長
）
▽
同
主

幹
﹇
商
工
観
光
担
当
﹈
太
田
光
明

（
商
工
観
光
課
長
）
▽
地
籍
調
査
課

主
幹
　
小
西
と
も
子
（
榛
原
地
域
事

務
所
土
木
建
設
課
主
幹
）
▽
都
市
整

備
部
次
長
﹇
都
市
計
画
課
長
事
務
取

扱
﹈
西
田
茂
（
土
木
部
次
長
﹇
監
理

課
長
事
務
取
扱
﹈）
▽
都
市
計
画
課

主
幹
　
林
宏
典
（
榛
原
地
域
事
務
所

市
民
課
主
幹
）
▽
土
木
部
次
長
﹇
監

理
課
長
事
務
取
扱
﹈
太
田
政
幸
（
都

市
整
備
部
次
長
﹇
公
園
課
長
事
務
取

扱
﹈）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
教
育
総
務
課
主
幹
　
笹
次
悟
郎

（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所
学
校
教
育

課
主
幹
）
▽
社
会
教
育
課
主
幹
　
大

西
茂
（
同
生
涯
学
習
課
長
）
▽
同
人

権
教
育
室
長
　
出
口
裕
弘
（
教
育
委

員
会
事
務
局
人
権
教
育
課
長
）
▽
室

生
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
窪
田

ひ
ろ
子
（
室
生
地
域
教
育
事
務
所
教

育
総
務
課
長
）
▽
文
化
会
館
長
　
松

井
政
子
（
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所

教
育
総
務
課
長
）

【
大
宇
陀
地
域
事
務
所
】

▽
地
域
振
興
課
長
　
東
勲
（
大
宇
陀

地
域
事
務
所
地
域
振
興
課
長
多
世
代

交
流
プ
ラ
ザ
所
長
兼
務
）

【
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
長
　
福
角
啓
子
（
大

宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課

長
）

【
菟
田
野
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
長
　
堂
芝
一
成
（
菟

田
野
地
域
教
育
事
務
所
教
育
総
務
課

長
）

【
榛
原
地
域
事
務
所
】

▽
企
画
総
務
課
長
　
井
上
裕
博
（
榛

原
地
域
教
育
事
務
所
学
校
教
育
課

長
）

【
室
生
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
長
　
仲
尾
博
和
（
室

生
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課

長
）

■
課
長
補
佐
級

【
市
役
所
】

▽
秘
書
広
報
課
長
補
佐
　
吉
岡
義
雄

（
企
画
調
整
課
長
補
佐
）
▽
総
務
課

危
機
管
理
室
長
補
佐
　
藤
本
昌
宏

（
危
機
管
理
課
長
補
佐
）
▽
税
務
課

長
補
佐
　
小
林
伸
光
（
収
納
課
長
補

佐
）
▽
収
納
課
長
補
佐
　
柳
本
憲
作

（
教
育
総
務
課
長
補
佐
）
▽
同
　
荒

木
正
好
（
榛
原
地
域
事
務
所
収
税
課

長
補
佐
）
▽
企
画
調
整
課
長
補
佐

山
口
浩
次
郎
（
同
企
画
総
務
課
長
補

今
回
の
人
事
異
動
は
、
宇
陀
市

誕
生
と
と
も
に
今
年
２
月
か
ら
前

田
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
か

ら
宇
陀
市
の
行
政
基
盤
を
整
え
、

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
掲
げ
て

い
る
「
水
と
緑
・
歴
史
と
文
化
が

共
生
す
る
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
た
準
備
体
制
づ

く
り
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
課
の
統

廃
合
を
行
う
な
ど
行
政
組
織
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
新
設
し
た
課
◆

①
秘
書
広
報
課

市
の
行
政
を
行
う
上
で
市
長
等

の
秘
書
用
務
を
行
う
と
と
も
に
、

市
政
へ
の
取
り
組
み
を
分
か
り
や

す
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
病
院
建
設
準
備
室
　
　

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
重
点

事
業
で
あ
る
宇
陀
市
立
病
院
の
整

備
を
行
う
た
め
に
そ
の
準
備
を
進

め
ま
す
。

③
産
業
振
興
課

農
業
振
興
課
、
林
業
振
興
課
、

商
工
観
光
課
の
共
通
す
る
農
林
商

工
部
門
を
一
課
に
統
廃
合
し
、
事

務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

◆
名
称
変
更
し
た
課
◆

①
「
危
機
管
理
課
」
を
総
務
課
の

所
管
と
し
、
名
称
を
「
危
機
管
理

室
」
に
改
め
ま
し
た
。

②
「
健
康
づ
く
り
課
」
を
市
民
福

祉
課
の
所
管
と
し
、
名
称
を
「
健

康
づ
く
り
対
策
室
」
に
改
め
ま
し

た
。

③
「
人
権
教
育
課
」
を
社
会
教
育

課
の
所
管
と
し
、
名
称
を
「
人
権

教
育
室
」
に
改
め
ま
し
た
。

◆
榛
原
地
域
事
務
所
に
お
け
る
課

の
統
廃
合
◆

収
税
課
、
市
民
課
、
環
境
課
、

福
祉
課
を
廃
止
し
、
本
庁
に
そ
れ

ぞ
れ
統
合
し
ま
し
た
。

◆
榛
原
地
域
教
育
事
務
所
に
お
け

る
課
の
統
廃
合
◆

学
校
教
育
課
及
び
生
涯
学
習
課

を
廃
止
し
、
本
庁
教
育
委
員
会
事

務
局
に
統
合
し
ま
し
た
。

◆
大
宇
陀
区
、
菟
田
野
区
、
室
生
区

地
域
教
育
事
務
所
の
課
の
統
廃
合
◆

教
育
総
務
課
及
び
生
涯
学
習
課

を
廃
止
し
、「
地
域
教
育
課
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
な
お
、
各
教
育

総
務
課
の
業
務
は
、
窓
口
業
務
を

残
し
て
本
庁
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

行
政
組
織
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
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佐
）
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
補
佐

奥
久
幸
（
広
報
情
報
課
長
補
佐
）
▽

市
民
生
活
課
長
補
佐
　
樋
口
裕
彦

（
榛
原
地
域
事
務
所
市
民
課
長
補
佐
）

▽
同
　
岸
上
克
則
（
同
環
境
課
長
補

佐
）
▽
同
　
出
口
司
珠
子
（
同
市
民

課
長
補
佐
）
▽
同
　
中
嶋
進
（
同
福

祉
課
長
補
佐
）
▽
環
境
対
策
課
宇
陀

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
心
得
　
寺

澤
禎
之
（
宇
陀
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所
長
心
得
）
▽
環
境
対
策
課
護
美
セ

ン
タ
ー
所
長
補
佐
　
仲
村
宗
昭
（
榛

原
地
域
事
務
所
護
美
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
）
▽
市
民
福
祉
課
長
補
佐
　
打

越
明
美
（
同
福
祉
課
長
補
佐
）
▽
市

民
福
祉
課
付
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

鴻
池
通
子（
健
康
づ
く
り
課
長
補
佐
）

▽
市
民
福
祉
課
長
補
佐
　
藤
本
都
志

枝
（
社
会
教
育
課
長
補
佐
）
▽
市
民

福
祉
課
病
院
建
設
準
備
室
長
補
佐

中
西
一
昭
（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所

学
校
教
育
課
長
補
佐
）
▽
市
民
福
祉

課
榛
原
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

的
場
且
江
（
榛
原
地
域
事
務
所
保
健

課
長
補
佐
）
▽
産
業
企
画
課
長
補
佐

安
達
宗
弘
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長

補
佐
）
▽
産
業
振
興
課
長
補
佐
　
中

谷
吉
一
（
農
業
振
興
課
長
補
佐
）
▽

同
　
的
場
快
隆
（
林
業
振
興
課
長
補

佐
）
▽
同
　
寺
澤
由
美
子
（
商
工
観

光
課
長
補
佐
）
▽
都
市
計
画
課
長
補

佐
　
森
田
勝
司
（
公
園
課
長
補
佐
）

▽
出
納
室
長
補
佐
　
木
下
圭
子
（
榛

原
地
域
事
務
所
市
民
課
長
補
佐
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
教
育
総
務
課
長
補
佐
　
福
住
泰
代

（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所
学
校
教
育

課
長
補
佐
）
▽
同
榛
原
西
小
学
校

的
場
洋
子
（
同
大
王
小
学
校
）
▽
社

会
教
育
課
長
補
佐
　
合
田
憲
二
（
同

生
涯
学
習
課
長
補
佐
）
▽
同
　
高
山

み
ど
り
（
榛
原
地
域
事
務
所
福
祉
課

長
補
佐
）
▽
社
会
教
育
課
人
権
教
育

室
長
補
佐
　
峯
山
卓
巳
（
人
権
教
育

課
長
補
佐
）

【
農
業
委
員
会
】

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
　
松

尾
四
代
治
（
産
業
企
画
課
長
補
佐
）

【
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
長
補
佐
　
松
岡
和
世

（
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学

習
課
長
補
佐
）

【
菟
田
野
地
域
事
務
所
】

▽
農
林
商
工
課
長
補
佐
﹇
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
所
長
心
得
兼
務
﹈
八
石
雅

人
（
菟
田
野
地
域
事
務
所
市
民
環
境

課
長
補
佐
）
▽
市
民
環
境
課
長
補
佐

中
西
智
恵
子
（
菟
田
野
地
域
事
務
所

福
祉
課
長
補
佐
）

【
菟
田
野
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
長
補
佐
　
高
岡
和
代

（
菟
田
野
保
育
所
長
補
佐
）

【
榛
原
地
域
事
務
所
】

▽
企
画
総
務
課
長
補
佐
　
大
谷
佐
江

（
市
民
福
祉
課
長
補
佐
）
▽
企
画
総

務
課
付
文
化
体
育
事
業
団
派
遣
　
嶋

田
敏
昭
（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所
生

涯
学
習
課
長
補
佐
）

【
室
生
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
長
補
佐
振
興
セ
ン
タ

ー
事
務
長
兼
務
　
飯
降
り
ゑ
子
（
室

生
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
長

補
佐
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
長
兼
務
）

■
主
任
級

【
市
役
所
】

▽
秘
書
広
報
課
主
任
　
畠
山
隆
子

（
人
事
課
主
任
）
▽
同
　
桶
谷
幸
子

（
広
報
情
報
課
主
任
）
▽
総
務
課
危

機
管
理
室
主
任
　
湯
川
信
彦
（
榛
原

地
域
事
務
所
企
画
総
務
課
主
任
）
▽

税
務
課
主
任
　
向
智
恵
子
（
林
業
振

興
課
主
任
）
▽
収
納
課
主
任
　
辰
巳

多
美
子
（
榛
原
地
域
事
務
所
収
税
課

主
任
）
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
課
主
任

萩
岡
將
（
同
企
画
総
務
課
主
任
）
▽

市
民
生
活
課
主
任
　
石
本
裕
子
（
教

育
委
員
会
事
務
局
図
書
館
主
任
）
▽

環
境
対
策
課
主
任
　
小
西
英
明
（
榛

原
地
域
事
務
所
環
境
課
主
任
）
▽
同

上
村
雅
博
（
室
生
地
域
事
務
所
保
健

福
祉
課
・
福
祉
保
健
交
流
セ
ン
タ
ー

主
任
）
▽
環
境
対
策
課
宇
陀
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
主
任
　
森
岡
重
則
（
宇

陀
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
任
）
▽
環

境
対
策
課
護
美
セ
ン
タ
ー
主
任
　
中

尾
知
泰
（
榛
原
地
域
事
務
所
護
美
セ

ン
タ
ー
主
任
）
▽
同
　
西
岡
剛
志

（
営
繕
課
主
任
）
▽
市
民
福
祉
課
主

任
　
滝
清
美
代（
福
祉
政
策
課
主
任
）

▽
市
民
福
祉
課
病
院
建
設
準
備
室
主

任
　
宮
本
佐
和
子
（
榛
原
地
域
事
務

所
市
民
課
主
任
）
▽
市
民
福
祉
課
榛

原
保
健
セ
ン
タ
ー
主
任
　
井
川
智
恵

子
（
同
保
健
課
主
任
）
▽
産
業
振
興

課
主
任
　
吉
本
靖
美
（
農
業
振
興
課

主
任
）
▽
監
理
課
主
任
　
杉
本
昌
之

（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習

課
主
任
）
▽
営
繕
課
主
任
　
横
東
壽

子（
榛
原
地
域
事
務
所
福
祉
課
主
任
）

【
教
育
委
員
会
】

▽
教
育
総
務
課
主
任
　
丸
岡
久
夫

（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所
学
校
教
育

課
主
任
）
▽
同
　
テ
リ
ー
ポ
ー
ル

（
広
報
情
報
課
主
任
）
▽
同
　
山
本

泰
代
（
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
教

育
総
務
課
主
任
）
▽
教
育
総
務
課
大

宇
陀
小
学
校
主
任
教
諭
　
丸
山
治
美

（
同
大
宇
陀
小
学
校
主
任
教
諭
）
▽

教
育
総
務
課
守
道
小
学
校
主
任
教
諭

中
森
智
江
（
同
守
道
小
学
校
主
任
教

諭
）
▽
教
育
総
務
課
榛
原
中
学
校
主

任
　
竹
内
和
枝
（
榛
原
地
域
教
育
事

務
所
榛
原
中
学
校
主
任
）
▽
社
会
教

育
課
主
任
　
本
田
麻
里
（
同
生
涯
学

習
課
主
任
）
▽
社
会
教
育
課
人
権
教

育
室
主
任
　
丸
岡
美
鈴
（
市
立
病
院

栄
養
科
）
▽
図
書
館
主
任
　
閏
井
美

江
（
市
民
生
活
課
主
任
）

【
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
主
任
　
辻
本
宗
久

（
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学

習
課
主
任
）

【
菟
田
野
地
域
事
務
所
】

▽
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
主
任
　
北
岡

秀
子（
菟
田
野
保
育
所
主
任
保
育
士
）

▽
農
林
商
工
課
主
任
　
吉
田
紀
代
子

（
菟
田
野
保
育
所
主
任
保
育
士
）
▽

福
祉
課
主
任
　
東
向
ひ
と
み
（
菟
田

野
地
域
事
務
所
企
画
総
務
課
主
任
）

▽
市
民
環
境
課
主
任
　
辻
本
優
美
子

（
同
児
童
館
主
任
）

【
菟
田
野
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
主
任
　
松
尾
茂
樹

（
菟
田
野
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学

習
課
主
任
）

【
室
生
地
域
事
務
所
】

▽
保
健
福
祉
課
・
福
祉
保
健
交
流
セ

ン
タ
ー
主
任
　
馬
出
淳
司
（
環
境
対

策
課
主
任
）

【
室
生
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
主
任
　
山
中
一
夫

（
室
生
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習

課
主
任
）

■
一
般

【
市
役
所
】

▽
秘
書
広
報
課
　
河
野
昌
幸
（
榛
原

地
域
教
育
事
務
所
学
校
教
育
課
）
▽

総
務
課
　
鈴
木
隆
仁
（
人
事
課
付
県

市
町
村
課
派
遣
）
▽
同
危
機
管
理
室

徳
田
源
博
（
危
機
管
理
課
）
▽
収
納

課
　
筒
井
稔
郎
（
榛
原
地
域
事
務
所

収
税
課
）
▽
同
　
川
村
毅
（
室
生
地

域
教
育
事
務
所
教
育
総
務
課
）
▽
同

木
戸
敬
一
（
榛
原
地
域
事
務
所
収
税

課
）
▽
同
　
竹
内
和
也
（
同
収
税
課
）

▽
情
報
シ
ス
テ
ム
課
　
上
山
祐
司

（
広
報
情
報
課
）
▽
市
民
生
活
課

埜
中
都
子
（
榛
原
地
域
事
務
所
市
民

課
）
▽
同
　
嶋
田
扶
佐
恵
（
同
）
▽

同
　
菅
田
友
理
（
同
）
▽
同
　
幸
田

智
子
（
同
）
▽
環
境
対
策
課
　
梶
本

剛
司
（
同
環
境
課
）
▽
環
境
対
策
課

宇
陀
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
向
井
明

子
（
宇
陀
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
▽

同
　
中
西
光
男
（
同
）
▽
同
　
岡
本

清
司
（
同
）
▽
同
　
内
田
大
助
（
同
）

▽
同
　
玉
村
智
博
（
同
）
▽
環
境
対

策
課
護
美
セ
ン
タ
ー
　
内
田
悦
生

（
榛
原
地
域
事
務
所
護
美
セ
ン
タ
ー
）

▽
同
　
森
本
健
一
（
同
）
▽
同
　
山

下
正
人
（
同
）
▽
同
　
上
久
保
好
訓

（
同
）
▽
市
民
福
祉
課
　
田
中
真
由



香
（
榛
原
地
域
事
務
所
福
祉
課
）
▽

同
　
松
下
充
男
（
同
）
▽
同
　
室
典

良
（
同
）
▽
市
民
福
祉
課
健
康
づ
く

り
対
策
室
　
山
中
佳
奈
（
健
康
づ
く

り
課
）
▽
市
民
福
祉
課
榛
原
保
健
セ

ン
タ
ー
　
長
田
滋
朗
（
榛
原
地
域
事

務
所
保
健
課
）
▽
同
　
橋
野
　
真
弓

（
同
）
▽
同
　
角
谷
希
咲
枝
（
同
）

▽
同
　
西
山
澄
代
（
同
）
▽
同
　
吉

住
ち
さ
と
（
同
）
▽
産
業
振
興
課

楠
本
奈
美
（
商
工
観
光
課
）
▽
都
市

計
画
課
　
川
本
也
（
公
園
課
）
▽
下

水
道
課
　
上
林
孝
司
（
大
宇
陀
地
域

事
務
所
建
設
課
付
和
男
王
だ
土
木
事

務
所
派
遣
）
▽
水
道
局
浄
水
課
　
山

崎
保
義
（
水
道
局
工
務
課
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
社
会
教
育
課
　
上
西
剛
司
（
榛
原

地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
）
▽

同
　
冨
森
茂
登
司
（
同
）
▽
同
　
木

戸
千
秋
（
同
）
▽
同
　
田
中
寿
一

（
同
）

【
大
宇
陀
地
域
事
務
所
】

▽
市
民
環
境
課
　
井
戸
克
昌
（
大
宇

陀
地
域
教
育
事
務
所
教
育
総
務
課
）

【
大
宇
陀
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
　
内
田
恵
司
（
大
宇

陀
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
）

【
菟
田
野
地
域
事
務
所
】

▽
農
林
商
工
課
　
坂
本
博
秋
（
菟
田

野
地
域
事
務
所
市
民
環
境
課
）
▽
建

設
課
　
東
広
則
（
同
農
林
商
工
課
）

【
菟
田
野
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
　
隅
田
博
樹
（
菟
田

野
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
）

【
室
生
地
域
事
務
所
】

▽
ア
ー
ト
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
推
進
室

笹
尾
陽
子
（
室
生
地
域
教
育
事
務
所

教
育
総
務
課
）
▽
建
設
課
　
森
浦
章

（
室
生
地
域
事
務
所
建
設
課
付
大
宇

陀
土
木
事
務
所
派
遣
）
▽
農
林
商
工

課
　
岸
本
友
樹
（
同
建
設
課
）

【
室
生
地
域
教
育
事
務
所
】

▽
地
域
教
育
課
　
山
崎
江
利
子
（
室

生
地
域
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課
）

■
技
能
労
務
職

【
市
役
所
】

▽
秘
書
広
報
課
　
大
手
次
夫
（
人
事

課
）
▽
総
務
課
　
本
下
敬
子
（
榛
原

地
域
事
務
所
企
画
総
務
課
）
▽
市
民

福
祉
課
　
吉
田
豊
子
（
同
福
祉
課
）

▽
環
境
対
策
課
護
美
セ
ン
タ
ー
　
真

弓
繁
昭
（
同
護
美
セ
ン
タ
ー
）
▽
同

水
野
忠
幸
（
同
）
▽
同
　
山
岡
健
嗣

（
同
）
▽
市
立
病
院
庶
務
課
　
龍
田

宗
晃
（
市
立
病
院
栄
養
科
）
▽
同
看

護
部
　
上
田
桂
子
（
同
栄
養
科
）
▽

同
庶
務
課
　
宮
井
和
代（
同
栄
養
科
）

▽
同
看
護
部
　
南
清
子（
同
栄
養
科
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

▽
榛
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
松
谷

美
鈴
（
市
立
病
院
栄
養
科
）
▽
同

山
本
好
美
（
同
）
▽
教
育
総
務
課

吉
川
健
一
（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所

学
校
教
育
課
）
▽
同
守
道
小
学
校

池
ノ
上
え
み
子
（
大
宇
陀
地
域
教
育

事
務
所
守
道
小
学
校
）
▽
同
菟
田
野

中
学
校
　
谷
口
桂
子
（
菟
田
野
地
域

教
育
事
務
所
菟
田
野
中
学
校
）
▽
同

榛
原
小
学
校
　
中
田
さ
と
子
（
榛
原

地
域
教
育
事
務
所
榛
原
小
学
校
）
▽

同
榛
原
東
小
学
校
　
岡
本
好
永
（
同

東
榛
原
小
学
校
）
▽
同
榛
原
西
小
学

校
　
鉢
上
操
（
同
大
王
小
学
校
）
▽

同
榛
原
中
学
校
　
岡
村
朱
美
（
同
榛

原
中
学
校
）
▽
同
室
生
東
小
学
校

中
東
恵
子
（
室
生
地
域
教
育
事
務
所

室
生
東
小
学
校
）
▽
同
室
生
中
学
校

山
口
友
美
子
（
同
室
生
中
学
校
）
▽

社
会
教
育
課
﹇
大
和
富
士
ホ
ー
ル
﹈

平
野
晶
子
（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所

社
会
教
育
課
﹇
大
和
富
士
ホ
ー
ル
﹈）

【
榛
原
地
域
事
務
所
】

▽
企
画
総
務
課
　
楚
阪
め
ぐ
み
（
福

祉
政
策
課
）

■
医
療
職

▽
市
民
福
祉
課
榛
原
保
健
セ
ン
タ
ー

医
師
　
北
村
嘉
三
（
榛
原
地
域
事
務

所
保
健
課
医
師
）
▽
市
民
福
祉
課
榛

原
保
健
セ
ン
タ
ー
看
護
師
　
三
浦
淑

佳
（
同
保
健
課
看
護
師
）

【
幼
稚
園
及
び
保
育
園
】

■
園
長
・
所
長
級

▽
菟
田
野
保
育
所
長
　
吉
田
重
明

（
菟
田
野
地
域
事
務
所
児
童
館
長
）

▽
榛
原
幼
稚
園
長
　
楠
田
好
子
（
内

牧
幼
稚
園
長
）
▽
榛
原
東
幼
稚
園
長

薄
木
博
子
（
榛
原
幼
稚
園
長
）
▽
榛

原
西
幼
稚
園
長
　
田
中
敏
美
（
伊
那

佐
幼
稚
園
長
）
▽
室
生
幼
稚
園
長

河
井
佳
子
（
大
王
幼
稚
園
長
）

■
副
園
長
・
所
長
補
佐
級

▽
大
宇
陀
保
育
所
長
補
佐
　
田
中
富

美
子
（
大
王
幼
稚
園
副
園
長
）
▽
菟

田
野
保
育
所
長
補
佐
　
坂
本
美
智
代

（
菟
田
野
地
域
教
育
事
務
所
教
育
総

務
課
長
補
佐
﹇
生
涯
学
習
課
長
補
佐

兼
務
﹈）
▽
榛
原
東
幼
稚
園
副
園
長

西
田
外
美
江
（
東
榛
原
幼
稚
園
副
園

長
）
▽
榛
原
西
幼
稚
園
副
園
長
　
一

ツ
橋
弘
子
（
内
牧
幼
稚
園
副
園
長
）

▽
榛
原
北
保
育
園
副
園
長
　
福
岡
和

美
（
伊
那
佐
幼
稚
園
副
園
長
）

■
教
諭
・
保
育
士

▽
大
宇
陀
幼
稚
園
　
仲
村
暁
美
（
大

宇
陀
保
育
所
）
▽
榛
原
幼
稚
園
　
熊

野
麻
里
（
東
榛
原
幼
稚
園
）
▽
同

森
本
初
美
（
内
牧
幼
稚
園
）
▽
榛
原

東
幼
稚
園
　
森
美
里
（
東
榛
原
幼
稚

園
）
▽
同
　
田
中
勢
津
子
（
室
生
保

育
所
）
▽
同
　
的
場
智
子
（
東
榛
原

幼
稚
園
）
▽
同
　
中
井
照
恵
（
内
牧

幼
稚
園
）
▽
同
　
清
水
和
美
（
東
榛

原
幼
稚
園
）
▽
同
　
竹
村
幸
世
（
室

生
保
育
所
）
▽
榛
原
西
幼
稚
園
　
山

口
亜
紀
（
榛
原
幼
稚
園
）
▽
同
　
百

瀬
友
美
（
大
王
幼
稚
園
）
▽
同
　
副

島
利
子
（
伊
那
佐
幼
稚
園
）
▽
室
生

幼
稚
園
　
米
田
弘
美（
榛
原
幼
稚
園
）

▽
大
宇
陀
保
育
所
　
西
浦
よ
し
子

（
菟
田
野
保
育
所
）
▽
同
　
与
熊
尚

子
（
同
）
▽
同
　
辻
本
春
美
（
子
育

て
支
援
室
）
▽
同
　
中
谷
真
貴
代

（
同
）
▽
菟
田
野
保
育
所
　
吉
田
惠

美
（
大
宇
陀
保
育
所
）
▽
同
　
駒
井

多
恵
子
（
同
）
▽
榛
原
北
保
育
園

石
本
伊
都
子
（
榛
原
幼
稚
園
）
▽
同

土
屋
久
美
（
同
）
▽
室
生
保
育
所

坂
口
令
子
（
榛
原
北
保
育
園
）
▽
室

生
保
育
所
　
大
上
律
子
（
榛
原
北
保

育
園
）
▽
室
生
保
育
所
　
堀
本
真
由

美
（
室
生
幼
稚
園
）

■
技
能
労
務
職

▽
榛
原
東
幼
稚
園
　
谷
口
敬
子
（
東

榛
原
幼
稚
園
）
▽
菟
田
野
保
育
所

広報うだ　 ６

萩
原
操
（
教
育
委
員
会
事
務
局
菟
田

野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
▽
榛
原
北

保
育
園
　
上
村
ふ
さ
え
（
市
立
病
院

栄
養
科
）

■
派
遣
教
育
指
導
員

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
　
北
井
晴
雄

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
　
北
森
基
之

【
退
職
】

（
３
月
31
日
付
）

■
部
長
級

▽
福
島
忠
昭
（
都
市
整
備
部
長
）
▽

小
西
千
惠（
榛
原
地
域
事
務
所
参
事
）

▽
福
森
正
則
（
室
生
地
域
事
務
所
参

事
）

■
課
長
級

▽
向
田
敬
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
会
館
長
）
▽
中
嶋
恵
以
子
（
大

宇
陀
地
域
事
務
所
子
育
て
支
援
室

長
）
▽
井
田
教
子
（
菟
田
野
地
域
事

務
所
菟
田
野
保
育
所
長
）
▽
屋
鋪
和

美
（
榛
原
地
域
教
育
事
務
所
東
榛
原

幼
稚
園
長
）
▽
今
西
幸
代
（
室
生
地

域
教
育
事
務
所
室
生
幼
稚
園
長
）

■
課
長
補
佐
級

▽
中
西
祐
子
（
菟
田
野
地
域
事
務
所

農
林
商
工
課
長
補
佐
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
務
）

■
主
任
級

▽
岡
嶋
幸
世
（
教
育
委
員
会
事
務
局

人
権
教
育
課
主
任
）

■
技
能
労
務
職

▽
勝
井
芳
枝
（
室
生
地
域
教
育
事
務

所
室
生
西
小
学
校
）



７　広報うだ　２００６.５

宇陀市議会議員選挙

宇陀市議会議員選挙結果宇陀市議会議員選挙結果
宇陀市議会議員選挙の選挙当日の有権者数は３１,６

４２人、投票者数は２５,０２４人で、投票率は７９.０
８％でした。
候補者別の得票数、期日前投票者数及び当日投票所

別投票状況は次のとおりです。

投票区
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９

投 票 所
宇陀市文化会館
迫間地区集会所
大宇陀人権交流センター
のより農村ふれあいの館
本郷老人憩の家
中宮奥老人憩の家
宇陀市立守道小学校
岩清水多目的研修センター
大宇陀高齢者人材活用センター
大宇陀ときわ老人憩の家
宇太地区公民館（旧西部公民館）
菟田野北部地区研修指導施設
岩崎消防会館
平井青年会館
松井消防会館
宇賀志地区公民館（旧東部公民館）
菟田野宇賀志地区体育館
芳野地区公民館
上芳野区会館

当日有権者数（人）
１，０６９ 
１，３１９ 
７７１ 
１，５４４ 
２８１ 
３１４ 
４４４ 
５２５ 
５５８ 
３０２ 
１，０１５ 
２２４ 
５８７ 
２４１ 
５４６ 
２３２ 
６１４ 
２１０ 
２１９ 

投票者（人）
６８３ 
８３１ 
５６３ 
１，０９２ 
１８８ 
１８７ 
３１２ 
３８１ 
４５３ 
２２０ 
６８６ 
１６４ 
３９４ 
１６８ 
３７１ 
１３３ 
３９７ 
１６９ 
１５７ 

投票率（％）
６３．８９ 
６３．００ 
７３．０２ 
７０．７３ 
６６．９０ 
５９．５５ 
７０．２７ 
７２．５７ 
８１．１８ 
７２．８５ 
６７．５９ 
７３．２１ 
６７．１２ 
６９．７１ 
６７．９５ 
５７．３３ 
６４．６６ 
８０．４８ 
７１．６９ 

投票区
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８

投 票 所
榛原公民館（旧中央公民館）
上の町コミュニティセンター
大和富士ホール
天満台東公民館
榛原農林会館
西榛原公民館
伊那佐文化センター
檜牧甲公民館
たかぎふるさと館
あかね台公民館
宇陀市総合体育館
旧笠間小学校
旧多田小学校
向渕生活改善センター
宇陀市立室生西小学校
宇陀市立室生東小学校
西谷地区公民館
室生生活改善センター
田口地区公民館

当日有権者数（人）
１，８３４ 
８７９ 
２，６７４ 
２，１９４ 
１，１６７ 
４９３ 
１，０５７ 
５８８ 
７６２ 
２，３４７ 
１，５４８ 
８４４ 
５６０ 
４１４ 
１，２９０ 
６４１ 
４６４ 
３１７ 
５５４ 

投票者（人）
１，１６５ 
５６３ 
１，７３４ 
１，４７１ 
７５９ 
３２４ 
８００ 
３０６ 
５２９ 
１，３７３ 
８０６ 
６０３ 
４１９ 
３１９ 
７６２ 
４４２ 
３２０ 
２１２ 
３７１ 

投票率（％）
６３．５２ 
６４．０５ 
６４．８５ 
６７．０５ 
６５．０４ 
６５．７２ 
７５．６９ 
５２．０４ 
６９．４２ 
５８．５０ 
５２．０７ 
７１．４５ 
７４．８２ 
７７．０５ 
５９．０７ 
６８．９５ 
６８．９７ 
６６．８８ 
６６．９７ 

■当日投票所の投票状況
投票者数＝２０,８２７人　投票率＝６５.８２％

■候補者別得票数

■期日前投票所の投票状況
投票者数＝４,１９７人　投票率＝１３.２６％

投票者期日前投票所
大宇陀期日前投票所
菟田野期日前投票所

期日前投票所
榛原期日前投票所
室生期日前投票所

投票者

８２８ １，９２８
８０９６３２

■投票区別得票数

候補者氏名（届出順） 
 

大　西　　　宏 

党 派  得 票 数  
１，１６１　票 
９８２　票 

候補者氏名（届出順） 
前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

党 派  
無 所 属  
無 所 属  

得 票 数  
８７３　票 

１，１０７.５２８　票 
前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

７３５　票 
７８７　票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

無 所 属  
無 所 属  

６２８　票 
９４６　票 

★井　谷　憲　司 
★小　林　一　三 

公 明 党  
無 所 属  

 　 票 
票 

★多　田　與四朗 
★上　田　　　　 

無 所 属  
無 所 属  

票 
票 

★大　西　　　進 
★坂　本　徹　矢 

無 所 属  
無 所 属  

票 
票 

　亀　井　雅　之 
★土　井　　　治 

無 所 属  
無 所 属  

票 
票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

６９１　票 
９３８.２４３　票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

無 所 属  
無 所 属  

７９１　票 
１，２２０　票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

７８２　票 
７２７.８９８　票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

無 所 属  
無 所 属  

７７４　票 
４０５　票 

　　　田　　　靖 
★山　本　良　治 

無 所 属  
無 所 属  

票 
票 

★玉　岡　　　武 
★　　橋　重 明 

無 所 属  
日本共産党 

票 
票 

★峠　谷　安　寛 
★泉　岡　正 昭 

無 所 属  
無 所 属  

票 
票 

★竹　内　幹　郎 
　山　中　忠　宣 

無 所 属  
無 所 属  

票 
票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

１，０１５　票 
７９９.５２５　票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

無 所 属  
無 所 属  

８９２　票 
７５６.６１５　票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

４１７　票 
１，１１９.８７１　票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

無 所 属  
無 所 属  

８０５　票 
１，０３０.１０１　票 

★森　下　裕　次 
★中　山　一　夫 

無 所 属  
無 所 属  

票 
票 

★田　村　幹　夫 
★山　本　繁　博 

日本共産党 
無 所 属  

票 
票 

　稲　森　　　均 
★山　本　新　悟 

無 所 属  
無 所 属  

票 
票 

★井戸本　　　進 
★大　澤　正 昭 

無 所 属  
無 所 属  

票 
票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 ５３１　票 

前　田　禎　郎 
大　西　　　宏 

無 所 属  
無 所 属  

９８７　票 
６９８　票 

前　田　禎　郎 ６５６.２６８　票 前　田　禎　郎 無 所 属  ７２２.４７４　票 

　植　田　安　博 
　梅　澤　　　巖 

無 所 属  
無 所 属  

７１０.４７１　票 
票 

★辻　谷　禎　夫 
　瀧　谷　宗 宏 

公 明 党  
無 所 属  

票 
票 

　山　本　晴　夫 無 所 属  票 ★広　沢　和　夫 無 所 属  票 
掲載は立候補届出順です。なお、★印は当選者です。

この度の宇陀市議会議員選挙は、告示日の４月１６日、定数２２人に対して現職２６人、新人４人の
計３０人の立候補があり、７日間の選挙戦が繰り広げられました。
投票日の２３日に即日開票が行われ、現職２１人、新人１人の当選が決まりました。
投票率は７９．０８％でした。これからの市政進展に向け、当選された皆さんのご活躍が期待されます。



広報うだ　 ８

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

明
許
費
の
設
定
が
行
な
わ
れ
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
85

億
９，
６
５
８
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆
同
　
歯
科
診
療
所
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

昨
年
末
の
決
算
に
あ
た
り
、
剰

余
金
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
１，

７
５
４
万
６
千
円
が
増
額
さ
れ
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
２，
９

０
９
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

｛
事
業
勘
定
｝

医
療
費
及
び
高
額
療
養
費
の
増

加
に
よ
り
、
２
億
２，
７
４
０
万

６
千
円
が
増
額
さ
れ
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
、
13
億
２，
９
７
１

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
｛
診
療
施
設
勘
定
｝

昨
年
末
の
決
算
に
あ
た
り
、
剰

余
金
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
１，

０
５
２
万
７
千
円
が
増
額
さ
れ
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
６，
５

３
８
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

医
療
給
付
費
、
医
療
費
支
給
費

の
増
加
に
よ
り
、
１
億
８
１
４
万

２
千
円
が
増
額
さ
れ
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
、
13
億
４，
９
５
７

万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
18
年
の
介
護
保
険
制
度
改

正
に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
等

の
増
減
に
よ
り
、
２
１
９
万
６
千

円
が
増
額
さ
れ
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
、
８
億
１，
３
７
９
万
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

大
宇
陀
区
、
菟
田
野
区
の
事
業

費
の
精
算
に
よ
り
、
２
７
４
万
８

千
円
が
減
額
さ
れ
、
補
正
後
の
予

算
総
額
は
、
３
億
５，
２
６
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

人
件
費
に
係
る
補
正
及
び
事
業

費
の
確
定
に
よ
り
、
１，
０
０
４

万
７
千
円
が
減
額
さ
れ
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
、
６
億
４，
６
６

０
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

一
般
会
計
が
病
院
事
業
会
計
に

対
し
て
負
担
す
る
金
額
の
確
定
及

５
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
予

算予
算
総
額
は
、
41
億
４，
１
４

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算予
算
総
額
は
、
25
億
７，
８
３

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
榛
原
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
１，
４
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算予
算
総
額
は
、
５
億
９，
６
５

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
８
億
５，
１
３

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会

計
予
算

予
算
総
額
は
、
７
億
１，
０
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
予

算予
算
総
額
は
、
39
億
５，
０
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特

別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
４
億
７，
１
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
５
億
１，
９
７

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

第１回
定例会

平
成
18
年
第
１
回
定
例
会
は
３

月
８
日
か
ら
28
日
ま
で
の
21
日
間

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
17
年

度
の
補
正
予
算
、
平
成
18
年
度
の

当
初
予
算
、
人
事
案
件
、
条
例
・

規
約
の
制
定
及
び
一
部
改
正
な
ど

の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議

案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
主
な
審
議
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

予
　
　
算
　
　
関
　
　
係

【
平
成
17
年
度
補
正
予
算
】

◆
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
退
職
・

異
動
等
に
伴
う
人
件
費
、
下
水

道
・
老
人
保
健
・
病
院
等
各
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
、
各
事
業
費
の

決
定
や
執
行
経
費
の
精
算
に
伴
う

額
の
増
減
等
に
よ
る
１
億
３，
２

３
３
万
７
千
円
の
減
額
及
び
地
方

債
の
限
度
額
の
変
更
並
び
に
繰
越

【
平
成
17
年
度
の
各
会
計
予
算
】

平
成
18
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
15

件
の
暫
定
予
算
が
、
本
予
算
と
さ

れ
ま
し
た
。

◎
当
初
予
算

◆
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て

総
額
は
、
１
７
０
億
７
千
万
円

と
な
り
ま
し
た

◆
同
　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
予
算

予
算
総
額
は
、
１
億
６，
１
１

７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
生
活
資
金
貸
付
事
業
特
別
会

計
予
算

予
算
総
額
は
、
２
６
万
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
市
営
霊
苑
事
業
特
別
会
計
予

算予
算
総
額
は
、
２，
６
５
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
歯
科
診
療
所
事
業
特
別
会
計

予
算

予
算
総
額
は
、
３，
４
１
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
同
　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算

事
業
勘
定
の
予
算
総
額
は
、
35

億
１，
４
０
０
万
円
、
診
療
施
設

勘
定
の
予
算
総
額
は
、
１
億
６，

び
患
者
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
予
算
総
額
の
増
減
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◎
補
正
予
算

【
平
成
18
年
度
当
初
予
算
】

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
を

経
て
、
次
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。



９　広報うだ　２００６.５

人
　
　
事
　
　
関
　
　
係

選
挙

◆
宇
陀
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

低
所
得
者
の
負
担
能
力
を
き
め

細
か
く
配
慮
し
た
保
険
料
設
定
と

す
る
た
め
、
現
行
の
第
２
段
階
を

細
分
化
し
て
新
た
に
段
階
を
設
け

た
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区

に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
の
制
定

農
業
委
員
の
選
挙
に
関
し
て
、

選
挙
区
と
そ
の
定
数
を
定
め
る
た

め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の

制
定

都
市
計
画
審
議
会
を
設
置
す
る

た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

介
護
老
人
保
健
施
設
さ
ん
と
ぴ

あ
榛
原
で
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
介
護
予
防
短
期

入
所
療
養
介
護
の
２
事
業
を
実
施

す
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
規
約
の
変
更

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

市
村
審
査
会
の
設
置
・
運
営
事
務

の
追
加
に
伴
い
、
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

◆
宇
陀
地
区
市
村
教
育
指
導
主
事
共

同
設
置
規
約
の
廃
止

宇
陀
市
と
曽
爾
村
・
御
杖
村
で

共
同
設
置
し
て
い
る
宇
陀
地
区
市

村
教
育
指
導
主
事
の
制
度
の
廃
止

に
伴
い
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
・
規
約
改
正
等

◆
監
査
委
員
の
選
任
同
意

次
の
方
を
監
査
委
員
と
し
て
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。小

林
　
一
三
（
榛
原
区
）

山
本
　
安
弘
（
室
生
区
）

◆
青
葉
山
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

任
期
満
了
に
伴
い
、
青
葉
山
組

合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

福
井
　
宏
成
（
室
生
区
）

中
森
　
芳
三
（
室
生
区
）

我
間
　
勝
芳
（
室
生
区
）

今
井
　
俊
夫
（
室
生
区
）

田
幡
　
久
晴
（
室
生
区
）

今
西
　
宏
文
（
室
生
区
）

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

辻
本
太
郎
（
大
宇
陀
区
）

新
内
秀
夫
（
榛
原
区
）

中
川
好
隆
（
菟
田
野
区
）

森
井
一
成
（
室
生
区
）

◆
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
の
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
順
位

松
平
三
千
代

（
室
生
区
）

第
２
順
位

奥
保
頼
俊

（
大
宇
陀
区
）

第
３
順
位
　
　
永
慶
二
郎

（
菟
田
野
区
）

第
４
順
位

森
田
哲
爾

（
榛
原
区
）

選
任
同
意

◆
宇
陀
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

行
政
手
続
法
の
条
文
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

◆
宇
陀
市
長
職
務
執
行
者
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

市
長
選
挙
後
、
市
長
職
務
執
行

者
が
失
職
し
た
こ
と
に
よ
り
、
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期

末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

任
命
同
意

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

次
の
方
を
教
育
委
員
会
委
員
と

し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

山
　
和
英
（
大
宇
陀
区
）

岸
岡
　
寛
式
（
菟
田
野
区
）

向
出
　
公
三
（
榛
原
区
）

桝
井
　
一
完
（
榛
原
区
）

多
山
　
藤
樹
（
室
生
区
）

の
引
き
下
げ
等
に
よ
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

宇
陀
市
と
曽
爾
村
・
御
杖
村
で

共
同
設
置
し
て
い
る
宇
陀
地
区
市

村
教
育
指
導
主
事
の
制
度
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
立
歯
科
診
療
所
事
業
基
金

条
例
の
制
定

歯
科
診
療
所
事
業
で
発
生
し
た

剰
余
金
を
、
今
後
の
診
療
施
設
事

業
を
健
全
に
運
営
す
る
経
費
に
充

て
る
た
め
の
、
基
金
設
置
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
財
産
区
議
会
設
置
条
例
の

制
定

榛
原
区
の
財
産
区
に
財
産
区
議

会
を
設
け
る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
宇
陀
市
財
産
区
管
理
会
設
置
条
例

の
制
定

菟
田
野
区
の
２
財
産
区
に
対
す

る
財
産
区
管
理
会
の
設
置
、
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

改
正

菟
田
野
区
の
３
校
が
１
校
に
、

榛
原
区
の
４
校
が
２
校
に
再
編
さ

れ
た
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一

部
改
正

榛
原
区
の
４
幼
稚
園
が
２
幼
稚

園
に
再
編
さ
れ
た
た
め
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

次
の
方
を
公
平
委
員
会
委
員
と

し
て
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

小
西
　
義
雄

（
大
宇
陀
区
）

西
浦
　
淳
介

（
榛
原
区
）

勝
井
　
章
文

（
室
生
区
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意

次
の
方
を
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

辻
本
　
勝
次
　
　
（
大
宇
陀
区
）

小
松
原
　
健
二
　
（
菟
田
野
区
）

田
中
　
邦
種
　
　
（
榛
原
区
）

好
村
　
猛
　
　
　
（
室
生
区
）

◆
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
同
意

次
の
方
を
財
産
区
委
員
と
し
て

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た
。源

内
　
幸
親

（
菟
田
野
区
）

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
期
末
手
当
率
等
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

◆
宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
期
末
手
当
率
等
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

◆
宇
陀
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

給
料
表
・
昇
給
及
び
諸
手
当
等



◎
意
見
書
の
提
出

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
の
主
旨

に
つ
い
て
の
み
の
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

大
西
進
　
議
員

野
田
雄
三
　
議
員

稲
森
均
　
議
員

１．

財
政
問
題
に
つ
い
て

２．

宇
陀
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
に
つ
い
て

３．

小
学
校
の
登
下
校
と
そ
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

１．

地
域
自
治
区
の
区
長
制
度
に

つ
い
て

２．

国
道
１
６
６
号
線
及
び
３
７

０
号
線
の
自
動
車
増
加
に
付
き
、

安
全
対
策
と
し
て
歩
道
計
画
・

バ
イ
パ
ス
計
画
に
つ
い
て

田
中
章
生
　
議
員

１．

宇
陀
市
の
土
地
開
発
公
社
及

び
普
通
財
産
等
の
土
地
施
策
に

つ
い
て

２．

宇
陀
市
の
道
路
網
整
備
に
つ

い
て

１．

少
子
化
（
子
育
て
支
援
）
に

伴
い
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て

山
本
繁
博
　
議
員

１．

市
道
の
整
備
と
上
下
水
道
の

整
備
に
つ
い
て

２．

青
少
年
の
育
成
に
つ
い
て

上
田
　
　
議
員

１．

合
併
協
定
書
に
お
い
て
、
新

市
発
足
後
速
や
か
に
、
あ
る
い

は
１
年
以
内
や
３
年
以
内
に
調

整
す
る
協
議
内
容
に
つ
い
て
の

扱
い
に
つ
い
て

２．

高
度
情
報
通
信
社
会
に
お
け

る
宇
陀
市
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
と

将
来
に
つ
い
て

３．

人
事
院
勧
告
の
履
行
と
、
18

年
４
月
か
ら
実
施
予
定
の
新
給

与
体
系
へ
の
移
行
と
、
現
給
与

ベ
ー
ス
に
対
す
る
市
民
の
評
価

と
見
直
し
に
つ
い
て

山
根
三
千
雄
　
議
員

１．

市
立
病
院
の
経
営
健
全
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
病
院
事
業

管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て

２．

市
立
病
院
の
診
療
科
に
つ
い

て
３．

地
域
自
治
区
の
あ
り
方
と
区

長
報
酬
に
つ
い
て

山
本
良
治
　
議
員

１．

市
公
園
の
管
理
及
び
室
生
山

上
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

２．

室
生
山
上
公
園
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
景
観
保
全
に
つ
い
て

３．

行
政
と
地
元
と
の
協
働
に
つ

い
て
（
室
生
山
上
公
園
に
関
連

し
て
）

亀
井
雅
之
　
議
員

１．

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
能
活
動

の
振
興
に
つ
い
て

２．

宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

泉
岡
正
昭
　
議
員

１．

旧
同
和
行
政
に
つ
い
て
同
和

施
策
の
打
ち
切
り
を
ど
う
す
る

の
か

２．

公
共
事
業
の
入
札
の
落
札
率

に
つ
い
て

◎
請
願
に
つ
い
て

◆
情
報
通
信
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
請

願高
速
回
線
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

回
線
）
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
が
可
能
に
な
る
よ
う
、
ケ

ー
ブ
ル
・
テ
レ
ビ
事
業
を
早
急
に

実
現
さ
れ
た
い
と
い
う
請
願
が
あ

り
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
抜
本
的
な
都
市
農
業
振
興
策
の
確
立

を
求
め
る
意
見
書

都
市
農
業
者
が
安
心
し
て
営
農

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
国
が
抜
本

的
な
都
市
農
地
保
全
・
農
業
振
興

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
意
見

書
が
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣

他
関
係
大
臣
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
さ
ら
な
る
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を

求
め
る
意
見
書

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
社

会
全
体
で
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
を
充
実
さ
せ
る
総
合
的
な

子
育
て
支
援
策
を
展
開
し
、
さ
ら

な
る
総
合
的
な
少
子
化
対
策
を
要

望
す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
他
関
係
大
臣
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

◆
道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意

見
書

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
道
路
が
引
き

続
き
計
画
的
に
整
備
・
管
理
が
で
き
る

よ
う
、
道
路
特
定
財
源
等
に
よ
る
安
定

し
た
財
源
の
確
保
を
要
望
す
る
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
他
関
係

大
臣
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す
る
こ

と
に
つ
い
て

市
道
の
陥
没
に
よ
り
、
相
手
方

の
車
を
損
傷
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
相
手
方
と
和
解
し
た
の
で
、

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
ま
し
た
。

２．

学
校
に
於
け
る
「
食
育
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

広報うだ　 １０

（
質
問
順
）

１．

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

の
推
進
に
つ
い
て

田
村
幹
夫
　
議
員



１１　広報うだ　２００６.５

中東イスラエル出身。1960年代より環境芸術の第
一人者として、ヨーロッパ、イスラエルを中心に建
築、都市計画、芸術といった枠組みを超えた大規模
な作品を多く制作。都市や砂漠など、さまざまな環
境と調和する壮大なスケールの野外作品は世界的に
注目されています。

ダニ・カラヴァン（彫刻家）
プロフィール

平成13年度から整備を進めてきた室生山上公園
（室生区）が、５月28日（日）に竣工する運びと
なりました。
この公園は、自然環境に調和した美しい空間を

創り出し、芸術の理想郷をめざした「アートアル
カディア計画」のシンボル
として取り組まれたもので、
フランス在住の彫刻家ダ
ニ・カラヴァン氏によって、
７.８haの空間が造形され、
文化・芸術活動を助長する
風景彫刻として期待されて
います。
ここでは、「太陽」「水」

「森」をテーマに、古来から
培われてきた自然と人の営
みを現代アートによって表
現しています。

小鳥のさえずりや木々のざわめきが聞こえ、自
然と対話することのできる、癒しの空間。また、
日本の原風景ともいえる棚田など、公園の中には、
自然を五感で感じることのできる工夫が随所にな
されています。

前田市長と語るダニ・カラヴァン

公園全体が“芸術の森”として、アートの世界、癒しの空間へ誘ってくれます。
この公園のオープンをお楽しみに！

３つの島 太陽の島

ビジターセンター

前方は鳥のための島、後方はビラミットの島前方は鳥のための島、後方はビラミットの島 前方は鳥のための島、後方はビラミットの島 



広報うだ　 １２

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

１
０
０
歳
お
め
で
と
う

３
月
29
日
で
１
０
０
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
山
村
　
靜
さ
ん
（
大
宇
陀

区
拾
生
）
を
前
田
禎
郎
宇
陀
市
長
が

訪
問
、誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

山
村
さ
ん
は
、
明
治
39
年
に
お
生

ま
れ
に
な
り
、
現
在
も
元
気
に
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

前
田
市
長
は
、
山
村
さ
ん
に
「
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
ね
。」
と
声
を
か
け
、
ね
ぎ
ら

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に

次
の
方
々
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
で
は
、
今
回
認
定
さ
れ
た
方
々
を

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に

認
定

日
本
伝
統
工
芸

近
畿
展
に
入
賞

永
年
に
わ
た
り
農
業
の
研
究
・
開

発
・
啓
発
に
携
わ
り
、
活
力
あ
る
農

村
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
人
た
ち
を

表
彰
す
る
県
の
「
平
成
17
年
度
農
業

振
興
功
績
者
表
彰
式
」
が
、
な
ら
土

連
会
館
で
行
わ
れ
、
当
市
か
ら
小
林

文
一
さ
ん
（
大
宇
陀
区
岩
清
水
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
、
国
営
農
地
造
成
畑

と
水
田
を
有
効
利
用
し
て
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
と
コ
マ
ツ
ナ
の
周
年
栽
培
に
よ

り
、
軟
弱
野
菜
の
企
業
的
経
営
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
自
家
用
良
質
堆

肥
に
よ
る
有
機
・
無
農
薬
栽
培
を
行

い
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド
「
日
々
菜
々
」

と
い
う
商
品
名
で
百
貨
店
と
契
約
栽

培
す
る
な
ど
、
販
路
拡
大
を
実
現
し

地
域
へ
の
波
及
を
促
進
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
大
和
高
原
有
機
農
法
実
践

会
会
長
と
し
て
、
付
加
価
値
型
野
菜

生
産
や
消
費
者
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流

な
ど
を
推
進
、
ま
た
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

小
林
さ
ん
（
大
宇
陀
区
）

が

農
業
振
興
功
績
者
表
彰

文
化
体
育
事
業
団
主
催
の
教
室
事

業
卒
業
生
よ
り
、
第
35
回
日
本
伝
統

工
芸
近
畿
展
に
お
い
て
左
記
の
と
お

り
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

宇
陀
市
健
康
づ
く
り

推
進
員
委
嘱

小林　文一さん

の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
若
手
農
業
者
へ
の

指
導
お
よ
び
大
和
高
原
南
部
土
地
改

良
区
の
総
代
と
し
て
、
農
業
施
設
の

維
持
管
理
や
遊
休
農
地
解
消
に
尽
力

す
る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

宇
陀
市
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
委
嘱
式
が
、
３
月
24
日
、
宇

陀
市
役
所
で
行
わ
れ
、
２
６
４

人
の
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

委
嘱
式
後
に
行
わ
れ
た
記
念

講
演
で
は
、
武
田
以
知
郎
医
師

（
市
立
奈
良
病
院
）
か
ら
、
一
人

ひ
と
り
が
人
生
を
楽
し
む
た
め

に
、
み
ん
な
で
推
進
す
る
健
康

づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
講
話
が

あ
り
、
住
民
の
健
康
を
守
る
活

動
に
つ
い
て
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

含
め
て
54
人
が
認
定
を
受
け
て
お

り
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

松
岡
　
伸
好
さ
ん
（
大
宇
陀
区
東
平
尾
）

小
松
原
陽
美
さ
ん
（
榛
原
区
比
布
）

福
角
　
毅
さ
ん
　
（
榛
原
区
比
布
）

（
順
不
同
）

※
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
た
い
肥
な

ど
を
利
用
し
た
土
作
り
と
化
学
肥
料
・

農
薬
の
低
減
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
行

う
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
を
、

農
業
経
営
に
導
入
し
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
生
産
計
画
が
適

切
で
あ
る
と
県
知
事
が
認
め
た
も
の
で

す
。

松下幸之助記念賞入賞
上野　孝志さん
（竹工芸教室副講師）

入選 坂本善廣さん入選 西俣忠信さん

入選 福西良一さん 入選 山本清彦さん
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３
月
25
日
、
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ

ー
で「
桜
井
宇
陀
歴
史
文
化
講
演
会
」

（
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
主
催
）
が
行

わ
れ
、
２
８
４
人
の
日
本
古
代
史
フ

ァ
ン
が
県
内
外
か
ら
集
ま
り
ま
し

た
。講

師
に
、
直
木
孝
次
郎
先
生
（
大

阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）を
招
い
て
、

「
古
代
の
宇
陀
―
壬
申
の
乱
と
文
祢

麻
呂
を
中
心
に
―
」
と
題
し
て
日
本

の
古
代
史
を
わ
か
り
や
す
く
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

「
宇
陀
地
域
は
、『
古
事
記
』、『
日
本

書
紀
』
に
登
場
し
、
神
武
天
皇
の
東

征
伝
説
で
は
、
重
要
な
位
置
に
あ
っ

た
。『
壬
申
の
乱
』（
６
７
２
年
）
に

お
い
て
は
、
大お

お

海あ

人ま

皇
子
（
の
ち
の

桜
井
宇
陀
歴
史
文
化

講
演
会

３
月
18
日
、
男
女
共
同
参
画
講
演

会
が
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
、
市
内
各
区
か
ら
約
１
２
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
イ
ラ
ク
で
殺
害
さ

れ
た
橋
田
信
介
さ
ん
の
妻
橋
田
幸
子

さ
ん
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）
を
お
迎
え
し
、
イ
ラ
ク
の

状
況
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ラ
ク
の

人
た
ち
は
日
本
人
に
親
切
で
あ
っ
た

が
、
長
崎
や
広
島
に
原
爆
を
落
と
さ

れ
た
日
本
が
何
故
イ
ラ
ク
に
自
衛
隊

を
派
遣
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
い

だ
き
、
そ
れ
以
来
日
本
人
と
付
き
合

わ
な
く
な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
戦
場
は
生
き
る
こ
と
が
最
大
命

題
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
実
感
の
す

る
場
で
あ
る
。
空
や
花
な
ど
色
が
新

鮮
に
感
じ
ら
れ
る
。」
と
の
橋
田
さ

男
女
共
同
参
画
講
演

会

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

全
国
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託

事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
住
民
の

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
助
成
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
事
業
と
し
て
、
佐
倉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
菟
田
野

区
）の
建
設
に
際
し
助
成
金
を
受
け
、

ん
の
言
葉
に
会
場
は
共
感
の
た
め
息

が
も
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ラ
ク
で
は
１
年
で
２
万

人
以
上
が
殺
し
合
っ
て
い
る
悲
惨
な

実
態
が
あ
る
、
し
か
し
一
発
も
弾
丸

の
飛
ん
で
い
な
い
日
本
で
イ
ラ
ク
よ

り
多
い
３
万
人
が
自
殺
し
て
い
る
、

戦
争
の
国
よ
り
多
い
こ
と
に
憤
り
を

感
じ
る
と
の
話
に
、
参
加
者
の
多
く

が
う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
ど
ん
な
主
義
主
張
が
あ

っ
て
も
、
人
を
殺
す
の
は
い
け
な

い
。」
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

天て
ん

武む

天
皇
）
一
行
が
宇
陀
の
人
々
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
宇
陀
を
通
過
し

て
い
る
。神
武
天
皇
の
東
征
伝
説
は
、

壬
申
の
乱
の
出
来
事
が
そ
の
背
景
に

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
壬
申
の
乱
に

功
績
の
あ
っ
た
人
物
の
一
人
に
文ふ

み

祢の
ね

麻ま

呂ろ

が
い
る
。
彼
の
お
墓
は
榛
原
区

八
滝
に
あ
る
。
な
ぜ
墳
墓
が
こ
こ
に

造
ら
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
壬

申
の
乱
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。」

と
話
さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
充
実
し
た
講
演
で
し
た
。」「
い
い

講
演
で
、
遠
い
所
か
ら
来
た
か
い
が

あ
っ
た
。」
な
ど
好
評
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
人
権
を
確
か
め
あ
う

日
」
市
民
集
会
を
開
催

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

宇
陀
市
民
集
会
を
４
月
11
日
、

た
か
ぎ
ふ
る
さ
と
館
で
開
催
し

宝
く
じ
助
成
金
で
地

域
の
活
性
化

ま
し
た
。

本
集
会
は
、
市
町
村
人
権
・

同
和
問
題
「
啓
発
連
協
」
が
呼

び
か
け
、
県
内
21
カ
所
で
一
斉

集
会
を
開
催
し
、
18
回
を
数
え

て
い
ま
す
。
宇
陀
市
は
こ
れ
ま

で
宇
陀
郡
民
集
会
と
し
て
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
に
よ

っ
て
「
市
民
集
会
」
と
し
て
初

め
て
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

集
会
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
い

の
ち
」（
人
権
読
本
「
い
の
ち
の

詩
」）
の
朗
読
で
は
じ
ま
り
、
前

田
市
長
が
「
こ
れ
ま
で
の
四
町

村
の
人
権
啓
発
の
取
り
組
み
を

継
承
し
て
人
権
感
覚
豊
か
な
市

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
内

容
に
つ
い
て
は
、
19
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。）

４
月
９
日
に
竣
工
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
下
井
足
自
治
会
（
榛
原
区
）

で
は
、
桜
並
木
に
利
用
す
る
雪
洞
一

式
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

佐
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

設
置
前
の
雪
洞
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ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。場

所
は
す
べ
て
お
は
な
し
の
部
屋

（
図
書
館
内
）
で
す
。

■
え
い
が
会

５
月
20
日（
土
）
午
前
11
時
〜

内
容

「
あ
ー
ん
あ
ん
」

■
お
は
な
し
会

★
す
く
す
く
ひ
ろ
ば（
０
〜
３
歳
）

５
月
９
日（
火
）・
23
日（
火
）

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

②
午
前
11
時
15
分
〜
11
時
45
分

※
２
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

★
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ひ
ろ
ば（
３
歳
〜
）

５
月
10
日（
水
）・
24
日（
水
）

午
後
２
時
45
分
〜
３
時
15
分

★
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば（
６
歳
〜
）

５
月
10
日（
水
）・
24
日（
水
）

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

★
お
は
な
し
ク
ラ
ブ

５
月
13
日
（
土
）・
27
日（
土
）

▽
３
〜
５
歳

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
▽
６
〜
12
歳

午
前
11
時
15
分
〜

11
時
45
分

■
市
立
中
央
図
書
館

（
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
）

榛
原
区
萩
原
２
６
１
０
‐
１

1
82
‐
４
７
４
９

◎
５
月
休
館
日

１
・
３
・
４
・
５
・
８
・
15
・

22
・
29
日

■
市
立
大
宇
陀
図
書
館

（
市
文
化
会
館
２
階
）

大
宇
陀
区
拾
生
８
７
１

1
83
‐
０
９
７
７

◎
５
月
休
館
日

３
・
４
・
５
・
９
・
10
・
17
・

23
・
24
・
31
日

話題の新刊図書

入婿が藩の公金に手を付けた上、新
吉原の女郎を身請けして逐電。お家
を保つために御留守居役が出した名
案は「腹を切れ」‐。二百六十余年
の太平で、武士の本義が薄れてきた
幕末から維新にかけてを舞台に描く
侍たちの物語。

「お腹召しませ」
浅田次郎著

一般書

頑丈なくちばし、細長いくちばし、
そり返ったくちばし、幅広のくち
ばし、鋭いくちばし…。さあ、ど
れが一番りっぱ？薮内正幸のデビ
ュー作「くちばし」（1965年刊）
を新訳の上、判型を大きくするな
どの変更を加え刊行。

「くちばし　どれが一番りっぱ？」
薮内正幸え ビアンキぶん

児童書

大
宇
陀
図
書
館
行
事

中
央
図
書
館
行
事

魅力というものは、持てば持つほど
キケンなものになっていく。ホリエ
モンの見た天国と地獄、紀宮様のエ
レガントな婚約会見、解散総選挙で
見せた、小泉首相の凄み…。『週刊文
春』好評連載エッセイを単行本化。

「オーラの条件」
林真理子著

一般書

もし家の中の時計が、どれも少し
ずつちがっていたら、どの時計が
合っているのでしょう？ヒギンス
さんは、時計がこわれてしまった
と思ったのですが、実は…。時計
の読み方をおぼえようとしている
子どもたちにぴったりの絵本。

「ヒギンスさんととけい 新版」
パット・ハッチンスさく

児童書

370

370
市文化会館 

音楽の森 

〒 

道の駅 
宇陀路大宇陀 

室生地域事務所室生地域事務所 

室生口大野駅 

榛原駅 

室生地域事務所 

名阪国道 

至榛原区 至名張 

至菟田野区 
市総合センター 

至室生区 

近鉄大阪線 

近鉄大阪線 

至名張 県道都祁名張線 

JAならけん 
やまなみドーム 

GS

GS

や
ま
な
み
ロ
ー
ド 

 

県
道
吉
野
室
生
寺
針
線 

369

165

165

165 針 小倉 

370
368

卍 

■
各
施
設
位
置
図

■
お
は
な
し
会

５
月
20
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

対
象

２
歳
〜
小
学
校
低
学
年

場
所

２
階
セ
ミ
ナ
ー
室

内
容

▽
お
は
な
し
「
に
げ
だ
し
た

パ
ン
」
▽
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
ル
ル
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
」
▽
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
！

■
え
い
が
会

５
月
13
日（
土
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜

午
後
の
部
　
午
後
２
時
〜

対
象

２
歳
〜
小
学
校
低
学
年

場
所

１
階
研
修
室

内
容

▽
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス

「
ト
ー
マ
ス
と
け
い
さ
つ
か
ん
」

他
▽
え
く
ぼ
お
う
じ
②



■展示ホール

★５月の休館日 ３・４・５・９・10・17・23・24・31日

趣味やアイデアを活かした手作りのユニ
ークな作品展です。手芸、小間もの、粘土
細工、焼きもの、自然を活かした細工もの
などのアイデア作品を展示します。
展示期間　①５月20日（土）～６月18日（日）

②６月25日（日）～７月24日（月）
展示品搬入期限 ①５月14日（日）まで

②６月15日（木）まで

「手 作 り 作 品 展 」

■
森
の
音
楽
喫
茶

月
に
よ
っ
て
内
容
が
変
わ
る
、
色

と
り
ど
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

５
月
の
テ
ー
マ
は
、“
明
日
は
母
の

日
〜
音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〜
”。
母
の

日
に
ち
な
ん
だ
音
楽
を
音
楽
の
森
か

ら
皆
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
、

季
節
に
応
じ
た
地
元
食
材
を
使
用
し

た
手
作
り
の
、
朝
食
の
“
も
て
な
し
”

も
あ
り
、
参
加
者
同
士
の
交
流
に
華

を
咲
か
せ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
当
イ
ベ
ン
ト
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
そ
の
癒
し
の
雰
囲

『
音
楽
の
森
　
ふ
れ
あ
い
館
』
で

は
、
音
楽
活
動
を
通
じ
て
地
域
間
・

世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
進

め
、
豊
か
な
自
然
の
な
か
「
音
楽
と

食
」
を
テ
ー
マ
に
ふ
る
さ
と
の
心
を

伝
え
よ
う
と
、
毎
月
楽
し
い
催
し
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

音
楽
の
森
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

●
室
生
区
上
笠
間
４
４
４
‐
１

1
97
‐
２
２
１
５

開
館
時
間
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

毎
週
月
・
火
曜
日

日 曜 催 し 物 案 内  主 催 者  時 間  対 象

16 火 第55回奈良県人
権教育研究会総会 

奈 良 県 人 権  
教 育 研 究 会  

午後１時 
～４時 関 係者  

21 日 第15回松田歌謡 
教 室 発 表 会  

松 田 歌 謡 教 室  午前9時30分～ 
 

一 般
（無料） 

■５月分かぎろひホール催し（４月４日現在）

１５　広報うだ　２００６.５

大宇陀区拾生８７１
（1８３‐０９７７）

■ロビーコンサート
みなさまのご来場をお待ちしています。
日時　５月28日（日） 午後２時～３時
場所 文化会館ロビー
内容 ピアノ演奏（宮下禮・田中麻由佳・松
田佳奈・松田絢＝榛原区）・ボーカルデュオ
（フィオーレ＝東吉野村）・リコーダーアンサ
ンブル（うたの「笛物語」＝菟田野区）

平成18年度「本物
の舞台芸術体験事
業」の一環として、
文化庁の支援で児童
劇「風の又三郎」の
公演を次のとおり行
います。

日時 ７月13日（木） 午後２時～
場所 文化会館
内容 宮沢賢治作「風の又三郎」を舞台化。作者の描く世界を立
体的にダイナミックでスピード感を、東京アンサンブルが表現
した児童劇

対象 小学生４年生から高校生まで（座席に余裕があれば保護者・一
般の人も入場可）

参加方法 詳細は広報うだ７月号で掲載
問い合わせ 文化会館

児 童 劇 『 風 の 又 三 郎 』 宇 陀 公 演

気
、
も
て
な
し
の
心
を
体
験
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
13
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

参
加
費

３
０
０
円（
朝
食
代
）

出
演

▽
荒
井
敦
子
さ
ん
▽
福
家
明

世
さ
ん
・
古
河
幸
子
さ
ん
（
ピ
ア

ニ
ス
ト
）

協
力

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

■
昼
下
が
り
の
コ
ン
サ
ー
ト

昼
下
が
り
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
の

ど
か
な
田
園
風
景
の
な
か
、
ピ
ア
ノ

演
奏
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
木
曜
日
　
午
後
２
時
〜

３
時
（
第
４
木
曜
日
の
み
、
む
ろ

う
コ
ー
ラ
ス
練
習
の
た
め
午
後
３

時
〜
４
時
）

参
加
費

２
０
０
円（
飲
食
代
）

ピ
ア
ノ
演
奏

▽
大
山
理
保
さ
ん

▽
福
家
明
世
さ
ん

協
力

た
ん
ぽ
ぽ
の
会

◎
問
い
合
わ
せ
　
「
音
楽
の
森
」
ま

た
は
室
生
地
域
事
務
所
ア
ー
ト
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
推
進
室（
1
92
‐
２
０
０
１
）



広報うだ　 １６

大宇陀保健センター（1８３‐２２５５）

（火） 

（火） 

◎予防接種 

三種混合 
（DPT)

ポリオ 

対象 実施日 

 

受付時間 

午後１時～１時３０分 

３カ月～９０カ月未
満の児 

３カ月～９０カ月未
満の児 

場所 
大
宇
陀
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

種類 
　９日 

２３日 

◎教室 

（金） 
（月） 

（月） 

※65歳以上の方で、病気などで家から外出する機会が少なくなってい 
る人（介護サービスを受けている人は対象外） 

お達者 
クラブ 

実施日・内容 
１２日　　・１５日　　・ 

２２日　　 

内容：体操・ゲームなど 

開催時間 
午後１時３０分
　～３時１５分 

場所 

大宇陀保健
　センター 

教室名 

（リハビリ教室） （受付：午後１時 
　　～１時３０分） 

菟田野保健センター（1８４‐９９２５）
◎予防接種 

（火） 

（火） 

三種混合 
（ＤＰＴ） 

ポリオ 

対象 
３カ月～９０カ 
月未満の児 

３カ月～９０カ 
月未満の児 

実施日 
　９日　 

１６日 

受付時間 

午後１時～
１時３０分 

場所 
大宇陀保健 
　センター 

菟田野保健 
　センター 

種類 

榛原保健センター（1８２‐０９９８）

◎予防接種 

ポリオ 

対象 
３カ月～９０カ
月未満の児 

実施日 
１２日　　・１５日 
１８日 

受付時間 

午後１時～ 
１時５０分 

場所 

榛原保健
センター 

種類 
（金） （月） 
 

BCG ３カ月～６カ
月未満の児 

２２日 （月） 

（木） 

ぬく森の郷（1９２‐５２２０）
◎予防接種 

受付時間 
午後１時～ 
１時３０分 

場所 

ぬく森の郷 
（木） 

三種混合 
（DPT)

対象 実施日 
３カ月～９０カ月未
満の児 

種類 
２５日 

◎健康診査 

３歳児 
健康診査 

総合健診 

対象 
平成１４年９月～平成 
１４年１１月生まれの児 

事前に健診申し込
みをされた人 
（対象者には個別
に通知） 

実施日 
２５日 

２０日 

受付時間 
午後１時～ 
　　　１時５０分 

男　午前７時５０分
　　　　 　～８時 
女　午前８時２０分
　　 ～８時３０分 

場所 
榛原保健 
センター 

宇陀市立 
　病院 

健診名 

（木） 

（土） 

大宇陀区 

菟田野区 

榛原区 

室生区 

◎教室 

（月） 
（月） 

（月） 

（水） 
（水） 

運動の 
つどい 

さらっと 
スリム教室 

貯筋教室 

対象・内容 
対象：運動しようと思
う人はどなたでも 
内容：筋力アップ運
動・有酸素運動など 

高血圧・高脂血症・糖
尿病を予防する教室 

筋力アップのための
運動教室 

実施日 

　８日 
２２日 

１５日 

１７日 
３１日 

開催時間 

午後１時３０分
　～３時３０分 

午前１０時 
　～午後１時 

午後１時３０分
　～３時３０分 

場所 

ぬ
く
森
の
郷 

向
渕
や
ま
び

こ
ホ
ー
ル 

教室名 

◎健康診査 

１歳６カ月児
健康診査 
３歳児健康診
査 

対象 
平成１６年６月１日～平成 
１６年１１月３０日生まれの児 

平成１４年６月１日～平成 
１４年１１月３０日生まれの児 

実施日 
２６日 

３０日 

受付時間 

午後１時～
１時３０分 

場所 
菟
田
野
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

健診名 

（金） 

（火） 

◎健康診査 

１歳６カ児健
康診査 
３歳児健康診
査 

対象 
平成１６年９月～平成１６
年１１月生まれの児 

平成１４年９月～平成１４
年１１月生まれの児 

実施日 
２６日 

３０日 

受付時間 

午後１時～

１時３０分 

場所 
菟
田
野
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

健診名 

（金） 

（火） 

（木） 

◎教室 

ぞうさん 
教室 

対象 
０歳～５歳児の未入所・
未入園児とその養育者 

実施日 
１８日 

開催時間 

午前１０時～ 
　　　１１時 

場所 教室名 
菟田野 
保健センター 

内容：「健やかな成長を願って」子ども同士、親同士の交流など 

◆はつらつ料理教室受講生募集（大宇陀区対象）◆
自分で料理し、元気に高齢期を過ごすための料理教室

です。男性の方もご参加ください。
日時 ６月13日（火）・27日（火）、７月５日（水）・19日（水）、
８月３日（木）午前10時～12時30分（受付 午前９時30
分）
場所 大宇陀保健センター（調理室）
対象 概ね65歳以上の方で、一人暮らしや高齢者世帯の
方
参加費 材料費一部自己負担
定員 20人
講師 栄養士・食生活改善推進員
申し込み ５月26日（金）までに大宇陀保健センターへ

●５月３１日は世界禁煙デーです
★あなたも、禁煙にチャレンジしませんか（榛原区・大宇陀区対象）
現在タバコを吸っているが「やめたい」と思っている人を

対象に、３カ月間の個別禁煙サポートを行っています。気軽
にご相談ください。
日時 申し込み時に随時相談　午前９時～午後５時

（土・日曜日、祝日を除く）
相談先　大宇陀保健センター、榛原保健センター

◎健康診査 

セット検診 
（内容は※印） 

乳児健診 

対象 
４０歳以上の方 
（上笠間地区対象の方） 
平成１７年７月・８月、平成
１８年１月・２月生まれの児 

実施日 
２４日 

２９日 

受付時間 

午後１時～
１時３０分 

午前８時３０分
　　～１０時 

場所 
ぬ
く
森
の
郷 

健診名 

（水） 

（月） 
※基本健康診査・前立腺がん検診・胃検診・肺がん検診・大腸がん検診です。 

●健（検）診の申し込みはお済みですか

◆育児教室（全区対象）
対象 宇陀市在住で平成18年１月～３月生まれの乳児の
養育者

日時・内容 ①５月11日（木）育児の正しい知識・予防
接種②５月17日（水）病気とその手当　③５月24日
（水）離乳食について（時間は午後１時30分～３時30分）
場所 榛原保健センター（託児希望の方は要連絡）
持ち物　母子健康手帳、筆記用具、③はエプロン、三
角きん、タオル

申し込み ５月10日（水）までに榛原保健センターへ

健診はあなたの健康管理に役立ちます。まだの方は早め
に各区の保健センターに申し込みください。
（注）榛原区での受け付けは終了しています。
申し込み期限は済んでいますが、定員に空きがありますので、

保健センターにお問い合わせください。



１７　広報うだ　２００６.５

大宇陀区子育て支援室
（大宇陀幼児園内／1８３‐３５１１）

菟田野区子育て支援センター“キッズ”
（菟田野保育所内／1８４‐３５８６）

榛原区子育て支援センター
（榛原北保育園内／1８２‐１１４３・子
育て支援センター／1８２‐１５５５）

●親子教室（にじの広場）
未収園児とその親が集い、交流する「にじの広場」で

は５月～９月までの教室参加者を募集します。

募集対象年齢・定員

※活動時間は、午前10時～11時30分

●親子教室
開催日 毎月１回　午前10時から11時30分まで
対象　６カ月～幼稚園就園前の乳幼児とその保護者
定員　それぞれ30組以内
（申し込み多数の場合は、新規申し込み者を優先）

参加費 利用者負担あり（５００円程度）
申し込み 土・日を除く、午前８時30分～午後４時30分
までに、榛原区子育て支援センターまで申し込みくだ
さい（登録申し込み）
●さくらんぼひろばに遊びにきませんか（榛原区限定）
子育て中の友達づくり、情報交換、親子の触れ合いの

場として、「さくらんぼひろば」を実施します。希望に
応じて、子どもの発達相談や身体測定などを行います。
気軽にご参加ください。
対象 生後６ヶ月から就園前までの乳幼児とその養育者

５／17
６／21
７／19
８／23
９／20
10／18

内  容 
仲良く遊ぼう 

食事について 

発達、発育について 

ふれあい遊び 

身体を動かそう 

リズム遊びを楽しもう 

日  程 
11／15
12／20
１/17
２/21
３/14

内  容 
育児を楽しもう 

クリスマスを楽しもう 

絵本に親しもう 

手づくり遊具で遊ぼう 

仲良く遊ぼう 

日  程 

　９日（火） 

１８日（木） 

２５日（木） 

内容 
「わくわくランド」（サークル） 
みんなで話し合って楽しい活動計画を立てましょう 

「キッズふれあい広場」お友達になって遊ぼう 
・親子のふれあいや、子ども・親同士の交流を
　楽しみましょう。 
・好きな遊びを見つけて遊びましょう 

「キッズふれあい広場」 
菜園活動を楽しみましょう（軍手持参） 
・土に触れ、さつま芋の苗さしを体験しましょう 

日程 

いちご 

みかん 

オレンジ 

ぶどう 

平成１８年度年齢 
０歳児 

１歳児 

２～３歳児 

対象 
平成17年４月２日～平成17年９月30日 

平成16年４月２日～平成17年４月１日 

平成14年４月２日～平成16年４月１日 

教室名 

※回数は全５回。定員は各グループ15人です。 
 

●２００６年５月の予定

各支援センターでは、親子で楽しく遊びながら、情報交換の場となるような事業を行っています。気軽
にお子さんとご参加ください。
なお、親子教室にはどの支援センターにでも参加申し込みできます。〈申し込み期間　５月８日（月）～５月15日（月）〉
いずれかの教室を１つ選んで登録してください（重複しての登録はできません）。

●『わくわくランド』…養育者が中心となって活動して
いきます。
●『キッズふれあい広場』の参加が登録制になりました。

定員 15組

対象 ０才児から就学前の乳幼児とその養育者

申し込み 菟田野区子育て支援センターまで申し込みく
ださい（登録申し込み）

参加費 利用者負担あり
●子育て支援室に遊びに来てください。みんなで情報交
換しながら一緒に子育てをしましょう（事前にご連絡
ください。）

実施日 毎月第３水曜日（変更あり）
時間はいずれも午前10時～11時30分です。
場所 子育て支援センター（北保育園内）
定員 先着20組程度
持ち物 水筒、タオル、替えおむつ、着替え（月齢の小
さい乳児はタオルやマットなど寝かせられる敷き物）
申し込み （５月実施分のみ受付）５月10日（水）から北
保育園または支援センターで電話受付けします。（土、
日を除く９時～午後４時）
※６月実施分以降の申し込みは、広報で毎月お知らせし
ます。

申し込み 該当する教室名を確認の上、大宇陀区子育て
支援室まで申し込みください（登録申し込み）

参加費 利用者負担あり

●子育て支援室の開放日　
今年度より子育て支援室開放日の回数が増えました。

誰でも参加できますので、ぜひ遊びに来てください。親
子でお友達をつくり、楽しく子育てしましょう。

開放日 ５月10日（水）、12日（金）、15日（月）、17日（月）、19
日（金）

開催時間 午前９時30分～11時30分

開催場所 大宇陀幼児園（子育て支援室）

●さくらんぼひろば年間計画



小児喘息の患者
数は、年々増加傾
向にあります。し
かし、治療方法の

発達により重症化は激減しています。今回は、最近の
小児喘息に対する考え方についてお話しします。
まず、喘息というのは「気道の慢性炎症」が原因で

あり、その炎症をなくすのが根本的治療だと分かりま
した。そのために近年使用されているのが吸入ステロ
イドと抗ロイコトリエンという内服薬です。特に吸入
ステロイドは大変高い効果が認められ、現在では喘息
治療の柱になりました。昔は、ステロイド＝毒と考え
る患者さんがおられましたが、最近は正しく理解して
受け入れてくれる患者さんがほとんどです。ステロイ
ドは確かに副作用もありますが、小児科医はその使い
方を熟知していますので、ほとんど重大な副作用をだ
すことはありません。
特に吸入ステロイドに関しての安全性は確認済み

で、その効果は小児喘息の治療を激変させました。当
院では、赤ちゃんでも使用できる器具やパンフレット

【外来診察のご案内】

担当医 

月 

木村 

火 

木村 

水 

木村 

木 

木村 

金 

金田 

土 

木村 
（１・３・５） 

●耳鼻咽喉科
５月から木村医師（常勤医師）が復帰されます。
なお、外来診察は下記のとおりとなります。

宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

を用意していますので、よくゼーゼーという患者さん
は一度ご相談ください。
次に、最近報告された注意事項について。喘息治療

薬として頻繁に使用されてきた「テオフィリン製剤」
がけいれんを誘発する可能性があると指摘されるよう
になりました。昨年末の添付文書で改定があり、乳幼
児にはなるべく使用しないように、と注意されていま
す。ですから、夜にゼーゼ－が出たからまえにもらっ
た「テオフィリン製剤」（当院ではテオド－ル）を飲
ます、といったことはしないでください。使用禁止で
はありませんが、主治医とよく相談してください。
小児喘息は大部分が成人になる前に治ることが知ら

れています。それは、前述した「気道の慢性炎症」が
子どもは軽快して粘膜がきれいになるからです。しか
し、適切な治療をせず発作を繰り返した場合、気道粘
膜が傷ついたままで元にもどらなくなり、成人喘息に
移行してしまいます。したがって、子どもの喘息は子
どものうちに治す、という親の心構えが大切です。

（小児科医長　鈴木　博）

変わりました！ ４月から 

お問い合わせは『ねんきんダイヤル　０５７０ー０７－１１６５』まで 
イイロウゴ  

障害年金・遺族年金の保険料納付要件の特例の延長
障害年金・遺族年金は、初診日や死亡日の属する前々

月以前に加入すべき期間がある場合、その３分の２以上
の保険料納付や免除期間（学生特例期間・若年者納付猶
予期間を含む）が必要です。ただし、初診日や死亡日の
属する期間の前々月以前の１年間に保険料未納がなけれ
ば、この保険料納付要件を満たすこととする特例措置が
あります。
この特例措置は平成18年３月31日までとされていまし

たが、平成28年３月31日まで延長されることになりまし
た。

注意 保険料納付要件は初診日や死亡日の前日において
判断するため、初診日や死亡日以後に保険料を納めても、
保険料納付要件に算入されません。また、半額免除期間
については、半額分の保険料を納めていることが必要で
す。

【年金額の改正】
平成18年４月から年金受給者の年金額が０.３％引き下

げられることとなりました。
国民年金や厚生年金などの公的年金は、年金額の実質

的な価値を維持する目的で、前年の全国消費者物価指数
の上昇・下落などに応じて、その翌年度の年金額を自動
的に改定する物価スライドが行われることになっており、
今回の改定は消費者物価指数が前年比マイナス０.３％に
なったことによるものです。
年金受給者の方には、「年金改定通知書」が６月中旬ま

でに送付され、６月１５日（木）の支払分より年金額が
改定されます。

老齢基礎年金（満額） 

障害基礎年金 

遺族基礎年金（子が１人ある妻が受けるとき） 

老齢福祉年金 

１級 

２級 

年金額（　）は月額 

792,100円（66,008円） 

990,100円（82,508円） 

792,100円（66,008円） 

1,020,000円（85,000円） 

405,800円（33,816円） 

基礎年金の種類 

広報うだ　 １８

●皮膚科 ５月から形成外科外来の診察は毎週金曜日に

●第１・３・５金曜日は飯岡医師
●第２・４金曜日は真柴医師となります。
受付時間 午後１時３０分～３時３０分
診察時間 午後２時～４時
※皮膚のできもの、あざ（火傷・けが・手術）の傷跡、奇形等を
診察します。



③
自
分
自
身
の
「
権
利
」「
義
務
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

「てんいち」とは、てん（英語の１０）
といち（日本語の１）を合わせた１１
（てんいち）のことで、毎月１１日の人
権を確かめあう日を意味しています。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に

４
・
11
「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」
市
民
集
会
講
演
内
容

２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）

５
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
健

康
増
進
法
」
以
降
、
電
車
や
飛

行
機
、
駅
な
ど
全
面
的
に
禁
煙

を
実
施
す
る
場
所
が
増
え
、
喫

煙
者
か
ら
は
「
た
ば
こ
を
吸
う

人
は
肩
身
が
せ
ま
い
」「
愛
煙

家
の
権
利
は
侵
害
さ
れ
て
い

る
」
と
言
う
不
満
の
声
が
漏
れ

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

「
健
康
増
進
法
」
の
第
25
条

で
は
受
動
喫
煙
の
防
止
に
つ
い

て
「
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、

劇
場
、
観
覧
場
、
集
会
場
、
展

示
場
、
百
貨
店
、
事
務
所
、
官

公
庁
施
設
、
飲
食
店
そ
の
他
の

多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を

管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
利

用
す
る
者
に
つ
い
て
、
受
動
喫

煙
（
室
内
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

環
境
に
お
い
て
、
他
人
の
た
ば

こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を

い
う
。）
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
中
で
喫
煙
者
は

10
億
１,
０
０
０
万
人
（
１
９

９
５
年
現
在
）
で
、
約
５
人
に

１
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
毎
年
世
界
で

３
０
０
万
人
が
、
喫
煙
が
原
因

と
み
ら
れ
る
が
ん
や
心
臓
病
で

亡
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
２
０
３
０
年
代
初
頭
に
は

喫
煙
に
よ
る
死
亡
者
が
１,
０

０
０
万
人
に
達
す
る
とW

H
O

（
世
界
保
健
機
関
）
は
警
告
し

て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、「
吸
う
の
権
利
」「
吸
わ
な

い
権
利
」
と
い
う
論
議
で
す
ま

さ
れ
る
問
題
で
は
、
も
は
や
な

く
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

W
H
O

で
は
１
９
８
９
年
に

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
を
５
月
31

日
と
制
定
し
、
禁
煙
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
５
月
31

日
〜
６
月
６
日
を「
禁
煙
週
間
」

と
定
め
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
同
じ
５
月
に
は
「
こ

ど
も
の
日
」（
５
月
５
日
）
・

「
児
童
福
祉
週
間
」（
５
月
５
日

〜
11
日
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
次
代
を
担

う
社
会
の
宝
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
健
や

か
に
育
つ
環
境
を
作
る
こ
と

は
、私
た
ち
大
人
の
役
割
で
す
。

自
分
自
身
の
、「
権
利
」
と

「
義
務
」
に
つ
い
て
「
命
」
や

「
人
権
」
の
観
点
か
ら
改
め
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

奈
良
人
権
・
部
落
解
放
研
究
所
理

事
長
の
寺
澤
亮
一
さ
ん
か
ら
「
人
権

啓
発
の
再
構
築
の
た
め
に
」
と
題
し

て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寺
澤
さ
ん
は
、
現
在
の
行
政
に
よ
る

人
権
啓
発
の
あ
り
方
に
鋭
く
切
り
込

み
、「
こ
れ
で
い
い
の
か
？
あ
と
一
歩

踏
み
込
ん
だ
啓
発
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。」
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
菟
田
野
地
域
事
務
所
の
男

性
用
便
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
お

む
つ
交
換
台
」
設
置
の
際
の
「
設
計

ミ
ス
」
と
い
う
意
識
の
男
性
が
、
大

阪
で
男
性
ト
イ
レ
に
設
置
さ
れ
た
お

む
つ
交
換
台
で
男
性
が
お
む
つ
を
交

換
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
自
分
自
身

の
男
女
差
別
意
識
に
気
づ
い
て
い
っ

た
と
い
う
、
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら

話
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
車
で
ま
わ
る

こ
と
も
人
権
啓
発
で
あ
る
が
、
設
備

を
考
え
て
い
く
こ
と
も
啓
発
で
あ
り
、

様
々
な
角
度
か
ら
人
権
啓
発
を
考
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

人
間
が
人
間
に
な
っ
て
い
く
「
鍛

え
合
い
支
え
合
う
社
会
」
が
音
を
立

て
て
崩
壊
し
て
い
く
時
代
で
あ
り
、

今
、「
新
し
い
世
間
体
」
を
ど
の
よ
う

に
作
っ
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
役
立
つ
教
育
や
啓
発

を
考
え
、
宇
陀
市
の
人
権
啓
発
の
ス

タ
ー
ト
に
し
て
ほ
し
い
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
す
べ
て
の
人
々
の
人
権

が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
、
毎
月
11
日

の
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
を
県
民
総

意
の
取
り
組
み
に
な
る
よ
う
一
層
進

め
て
い
き
ま
す
。」
と
集
会
決
議
案
の

提
案
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
の
拍
手

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

６
月
１
日
（
昭
和
24
年
）
は
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
に
豊
か
な
人
権
意

識
を
育
て
て
い
く
よ
う
な
啓
発
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

宇
陀
市
に
お
い
て
も
、
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
人
権
相
談
所
が
次
の
と

お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
（
相
談
は
無
料
、
秘
密

厳
守
さ
れ
ま
す
）。

日
時

６
月
１
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所●

宇
陀
市
役
所
（
２
階
会
議
室
）

●
大
宇
陀
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

●
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

●
室
生
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

人
権
施
策
課

※
毎
月
行
っ
て
い
る
人
権
相
談
は
別

で
行
い
ま
す
（
24
ペ
ー
ジ
掲
載
）。

１９　広報うだ　 ２００６．５



広報うだ　 ２０

●児童手当制度の目的
児童手当制度は、児童を養育している方に手当を支

給することにより家庭における生活の安定に寄与する
とともに、次代の社会をになう児童の健全な育成及び
資質の向上に資することを目的にしています。

●児童手当制度のしくみ
①支給対象
児童手当は、12歳到達後の最初の３月31日までの間

にある児童（小学校修了前の児童）を養育している方
に支給されます。
ただし、前年（１月から５月までの月分の手当につ

いては前々年）の所得が一定額以上の場合には、児童
手当は支給されません。

②支給手続き
児童手当は、児童を養育する家計の主たる生計維持

者が申請し、住所地の市町村長（公務員の方は勤務先）
の認定を受けることにより、申請した翌月分から支給
されることになります。（今回の制度改正に係る申請
については、特例があります。左面参照）

③支給月額
●第１子 ５，０００円　　●第２子 ５，０００円
●第３子以降 １０，０００円

④支払時期
児童手当は、原則として、毎年２月、６月、10月に、
それぞれの前月分までが支給されます。

⑤所得制限限度額
所得制限限度額は、前年（１月から５月までの月分

については前々年）の所得額で判定しますが、収入ベ
ースで夫婦と児童２人の世帯の場合の目安は次のとお
りです。
●自営業の方 596.3万円未満

→780万円未満（18年４月から）
●サラリーマンの方 780万円未満

→860万円未満（18年４月から）
所得には一定の控除があります。また、所得制限限

度額は年によって変更されることがありますので、詳
しくはお問い合わせください。具体的な所得制限限度
額は次のとおりです。

児 童 手 当 制 度 の 概 要

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

自営業者 
（国民年金加入者） 

４６０.０ 

４９８.０ 

５３６.０ 

５７４.０ 

６１２.０ 

６５０.０ 

サラリーマン 
（厚生年金等加入者） 

５３２.０ 

５７０.０ 

６０８.０ 

６４６.０ 

６８４.０ 

７２２.０ 

 扶養親族等の数 

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親族が
ある者についての限度額（所得額ベース）は上記の額に当該老人控
除対象配偶者又は老人扶養親族1人につき6万円を加算した額。
注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベース）
は、1人につき38万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者又は老人
扶養親族であるときは44万円）を加算した額。

●
保
険
料
基
準
額
の
改
定
に
つ
い

て
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

の
65
歳
以
上
の
方
（
１
号
被
保
険

者
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保

険
料
の
基
準
額
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
合
併
前

旧
町
村
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

度
合
な
ど
に
応
じ
、
区
毎
に
保
険

料
率
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
（
左
表
参
照
）。

問
い
合
わ
せ

市
民
福
祉
課
ま
た

は
各
地
域
事
務
所

●改定後の基準保険料額（第４段階） 

●所得段階区分毎の保険料金額 

●各段階の対象者区分と基準額に対する割合 

保険料年額 
（１月あたり） 

大宇陀区 
４６,８００円 
（３,９００円） 

菟田野区 
４８,０００円 
（４,０００円） 

榛原区 
４８,０００円 
（４,０００円） 

室生区 
４６,８００円 
（３,９００円） 

第１段階 
第２段階 
第３段階 
第４段階 
第５段階 
第６段階 

大宇陀区 
２３,４００円 
２３,４００円 
３５,１００円 
４６,８００円 
５８,５００円 
７０,２００円 

菟田野区 
２４,０００円 
２４,０００円 
３６,０００円 
４８,０００円 
６０,０００円 
７２,０００円 

榛原区 
２４,０００円 
２４,０００円 
３６,０００円 
４８,０００円 
６０,０００円 
７２,０００円 

室生区 
２３,４００円 
２３,４００円 
３５,１００円 
４６,８００円 
５８,５００円 
７０,２００円 

第１段階 

第２段階 

第３段階 
第４段階 
第５段階 
第６段階 

対象者 
・本人と世帯全員が住民税非課税の老齢福祉年金受給者 
・生活保護受給者 

世帯全員が住民税非課税で、前年の所得と課税年金収
入の合計が80万円以下の人 

本人および世帯全員が住民税非課税で第２段階以外の人  

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税の人がいる場合）の人 

本人が住民税課税で合計所得金額が200万円未満の人 

本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上の人 

保険料割合 

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額 

基準額×1.25

基準額×1.5

介
護
保
険
料
額
の
改
定
に
つ
い
て

（単位：万円）



２１　広報うだ　 ２００６．５

●平成18年度に小学校４年生の児童がいる保護者の方
（平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれ）
これまで、当該児童に係る児童手当を受給していた

保護者の方は、特段の手続きをする必要はありません。
上記に該当しない方で、児童手当を受給していない

保護者の方は、認定請求の手続きが必要になります。

●平成18年度に小学校５年生または６年生の児童がい
る保護者の方
（平成６年４月２日～平成８年４月１日生まれ）
これまで、児童手当を受給していない保護者の方は

認定請求、児童手当を受給していた保護者の方は額改
定認定請求の手続きが必要となります。

●これまで、所得制限により児童手当を受給していな
い保護者の方
所得制限の引き上げ（右面参照）により、新たに児

童手当を受給できる場合がありますので、該当する保
護者の方は、認定請求の手続きが必要となります。
【認定請求書に必要な添付書類】
●健康保険被保険者証等の写し（申請者が厚生年金等
加入者の場合）

●所得証明書（当該市町村にその年の平成１８年１月
１日時点で宇陀市に住所がなかった場合）などにな
ります。
問い合わせ 市民福祉課・各地域事務所または児童手
当係

◆内容
支給対象年齢が、これまでの小学校３年生(９歳到達後最初の年度末)までから、小学校６年生（12歳到達

後最初の年度末）までに拡大され、併せて、所得制限が引き上げられした。

◆認定請求の手続きが必要となります
新たに、児童手当を受けられる児童の保護者の方については、宇陀市役所又は

各地域事務所の窓口（公務員の方は勤務先）で、認定請求の手続きが必要となりま
す。
なお、改正に伴う新規請求は、平成18年９月30日まで受け付けたものに限り特

例的に４月１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

「フィリピン地滑り」災害救援金について5,663円の
ご協力を頂きました。厚くお礼申し上げます。

【日本赤十字社　奈良県支部　宇陀市地区】

５月は「赤十字運動月間」です
あなたの善意を赤十字にお寄せください

対象 宇陀市在住の人で、概ね１歳未満の乳児を
養育している人（予定の人も可）
貸出期間 ６カ月以内
申請先 市民福祉課、大宇陀地域事務所福祉課、
菟田野地域事務所福祉課、室生地域事務所保健
福祉課

ベビーシートを無料で貸し出します

４月から
児童扶養手当・特別児童扶養手当額が変更
●児童扶養手当の手当月額
第１子　全部支給　４１,７２０円

一部支給　４１,７１０円～９,８５０円
●特別児童扶養手当の手当月額
１級　障害児１人につき　５０,７５０円
２級　障害児１人につき　３３,８００円
受給者の方には、改定後の証書を送付させてい

ただきます。
問い合わせ　市民福祉課

４月の介護保険法の改正により、各市町村に地域
包括支援センターが設置されることになりました。
地域包括支援センターは、高齢者のみなさんを、介
護、福祉、健康、医療などさまざまな面から総合的
に支えるためのものです。
宇陀市では、社会福祉協議会内に地域包括支援セ

ンターを設置し、高齢者のみなさんがいつまでも健
やかに住みなれた地域で生活していけるよう応援し
ていきます。業務内容等は、社会福祉協議会だより
などでお知らせします。

問い合わせ 地域包括支援センター（宇陀市社会福
祉協議会内／1８４‐４８００・1８４‐４１１６）

地域包括支援センターができました





有
料
広
告
募
集

広
報
う
だ
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
有
料
広
告
の
掲
載
を
希
望
す

る
企
業
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
広
報
う
だ

掲
載
場
所

各
号
の
市
が
指
定
す

る
位
置

広
告
の
大
き
さ

縦
38
a
×
横
56

a
（
１
区
画
）

掲
載
期
間

２
カ
月
（
年
度
内
に

限
り
３
カ
月
以
上
可
）

料
金

月
１
万
円
（
１
区
画
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書

広
報
課

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
場
所

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
市

が
指
定
す
る
位
置

規
格

縦
55
ピ
ク
セ
ル
×
横
１
１

０
ピ
ク
セ
ル
（
１
枠
）

※
12
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内
でG
IF

形

式
と
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
ナ
ー

広
告
と
し
ま
す
。

掲
載
期
間

１
カ
月
（
最
大
６
カ

月
連
続
可
）

料
金

月
１
万
５
千
円
（
広
告
主

が
市
外
の
場
合
、
２
万
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書

広
報
課

２３　　広報うだ　２００６.５

募

集

宇陀市役所では、毎月第2・4土曜日（午前
8時30分～正午）、証明発行業務を市民生活
課で行っています。 
５月は１３日と２７日です。 
※住民基本台帳ネットワークシステム関連業
務（住民基本台帳カードの交付申請・他市町
村の住民票の発行）は行うことができません。 

文
化
体
育
事
業
団
臨
時
職
員

●
施
設
管
理
業
務
員

資
格
　
45
歳
ま
で
の
普
通
免
許
所

持
者
（
高
校
生
以
下
は
不
可
）

保養センター美榛苑
（1８２‐１１２６）

館内の機械整備点検・清掃のため全
館臨時休業します。ご了承ください。
※日帰り入浴のご利用もできません
ので、ご了承ください。

全館臨時休業します
５月３０日（火）～６月１日（木）

第
57
回
県
民
体
育
大
会
市
町
村
対

抗
陸
上
競
技

日
時

７
月
２
日
（
日
）

午
前
10
時
競
技
開
始

場
所
　
県
立
橿
原
公
苑
陸
上
競
技

場
参
加
資
格
　
宇
陀
市
在
住
ま
た
は

在
勤
、
在
学
の
人

種
目
　
左
表

※
出
場
で
き
る
の
は
男
女
と
も
一

人
一
種
目
で
す
。
た
だ
し
、
１
０

０
c
×
４
人
リ
レ
ー
と
は
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
年
齢

は
平
成
18
年
７
月
１
日
現
在
で

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月

15
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
（
82
‐
３
９
０
０
）

で
社
会
教
育
課
へ

１００c

１５００c

走幅跳 
砲丸投 

１００c× 
４人リレー 

１８歳～ 
２９歳　 

● 
● 
● 
● 

男女別で、４人のうち２人は３０歳
～３９歳・４０歳～４９歳から１人ず
つ選出 

３０歳～ 
３９歳　 

● 
● 
● 
● 

４０歳～ 
４９歳　 

● 
― 
● 
― 

５０歳 
以上 

● 
― 
― 
● 

 年齢 
種目 

軽自動車税の納期限は５月１日（月）です。

納付がまだの人は
早めに納めてください。

室
生
公
民
館
か
ら

「
ふ
る
さ
と
講
座
」
受
講
生

室
生
公
民
館
で
は
短
期
講
座

「
ふ
る
さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
６
月

か
ら
来
年
３
月
ま
で
毎
月
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
受
講
く

だ
さ
い
。

６
月
は
、
食
生
活
を
見
つ
め
直

し
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
、
生

活
習
慣
病
予
防
料
理
の
講
習
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時

６
月
26
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
ま
で

場
所

室
生
振
興
セ
ン
タ
ー

（
室
生
区
大
野
１
６
３
７
番
地
）

対
象

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

募
集
人
数

25
名

内
容

生
活
習
慣
病
予
防
料
理
講

習
と
講
義

講
師

島
田
和
子
先
生

受
講
料

千
円
（
材
料
代
と
し
て
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
米
１
０
０
ｇ

申
し
込
み

５
月
31
日
（
水
）
ま

で
に
、
は
が
き
・
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
室
生
公
民
館

ま
で
（
1
92
‐
２
４
９
６
／

FA
X

92
‐
３
１
１
０
／
〒
６

３
３
‐
０
３
１
５
　
室
生
区
大

野
１
６
３
７
番
地
）

臨
時
職
員
募
集

業
務
内
容
　
市
総
合
体
育
館
や
平

成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園
で
の

施
設
維
持
管
理
業
務

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
10
時
の
範
囲
で
２
交
代
制

募
集
人
員
　
若
干
名

●
プ
ー
ル
監
視
員

資
格
　
35
歳
ま
で
（
高
校
生
以
下

は
不
可
）

業
務
内
容
　
市
室
内
温
水
プ
ー
ル

内
で
遊
泳
の
お
客
様
の
安
全
を

見
守
る
業
務

募
集
人
員
　
若
干
名

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時
、
午
後
４
時
〜
10
時
ま

で
の
２
交
代

申
し
込
み

５
月
15
日
（
月
）
ま

で
に
、
市
総
合
体
育
館
へ
（
1

82
‐
６
５
６
１
）

自動車税の納期限は５月３１日（水）です。

Y税務課

Y桜井県税事務所（1０７４４‐４３‐３１３１）



わ
家
や
の
ア
イ
ド
ル

お
子
さ
ん
の
写
真
を
広
報
「
う

だ
」
に
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
子
さ
ん
の
写
真
と
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
40
字
程
度
ま
で
）

及
び
問
い
合
わ
せ
先
を
記
入
の

上
、
秘
書
広
報
課
ま
で
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
人
権
・
行
政
相
談

日
時
・
場
所

●
５
月
10
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
／
菟
田
野
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー

●
５
月
10
日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後

３
時
／
室
生
振
興
セ
ン
タ
ー

●
５
月
15
日（
月
）午
前
９
時
〜
11
時

45
分
／
大
宇
陀
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

●
５
月
17
日
（
水
）午
前
９
時
〜
午

後
３
時
／
宇
陀
市
役
所
　

Y
人
権
相
談
は
市
人
権
施
策
課
、
行

政
相
談
は
市
総
務
課

広報うだ　 ２４

●
心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

●
５
月
12
日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後

３
時
／
市
室
生
振
興
セ
ン
タ
ー

●
５
月
９
日（
火
）・
23
日（
火
）午
前

９
時
〜
正
午
／
市
榛
原
公
民
館

（
旧
榛
原
中
央
公
民
館
）

●
５
月
15
日（
月
）午
前
９
時
〜
11
時

45
分
／
大
宇
陀
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

●
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）／
菟
田
野
区
社
会
福
祉
協
議

会
Y
宇
陀
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
社
会
保
険
出
張
相
談
所

日
時
　
５
月
22
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所
　
宇
陀
市
役
所

内
容
　
年
金
関
係
（
年
金
請
求
手
続

き
、
加
入
期
間
の
確
認
等
）

持
ち
物

年
金
に
関
す
る
相
談
の
場

合
は
年
金
手
帳
（
代
理
人
の
場
合

は
委
任
状
）

Y
奈
良
社
会
保
険
事
務
局

（
1
０
７
４
２
‐
32
‐
０
５
０
５
）

●
交
通
事
故
相
談
　
　

日
時
・
場
所
　
５
月
16
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
／
宇
陀
市

役
所
　

Y
市
総
務
課

●
母
子
家
庭
・
寡
婦
の
生
活
相
談

生
活
や
家
庭
、
子
ど
も
の
養
育
、

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
利
用
な
ど

あ
ら
ゆ
る
悩
み
に
県
の
母
子
相
談
員

が
応
じ
ま
す
。

日
時

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

ふれｉギャラリー 

休 館 日　２・９・16・23・30日 
開館時間　午前 9 時～午後 5 時 

◎ステンドグラス教室展示会
４日（木）～14日（日）
◎竹工芸教室展示会
20日（土）～28日（日）

（財）文化体育事業団主催教室の生徒作品です。

◎「菟田野区文化協会　しゅんこう
和紙ちぎり絵」による、ちぎり絵の
展示
Y市松山地区まちづくりセンター

（1８７‐２２７４）

まちなみギャラリー石景庵　作品展

市
文
化
体
育
事
業
団
作
品
展

５
月
は
、
光
の
造
形
と
い
わ
れ

る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
工
芸
、
日
本

古
来
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
竹
工
芸

教
室
の
受
講
生
が
丁
寧
に
創
作
さ

れ
た
作
品
を
市
ふ
れ
ｉあ

い

ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
（
左
記
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー（
1
82
‐
２
４
９
６
）
の
案
内

作

品

展

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
訪
問

等
で
不
在
の
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
電
話
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

場
所

市
民
福
祉
課

●
子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口

子
育
て
、
し
つ
け
の
相
談
な
ど
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
電
話
相
談
も
あ
り
ま
す
）

日
時

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
訪
問
な
ど

で
不
在
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。）

場
所

家
庭
児
童
相
談
室
（
榛
原
区

福
祉
会
館
内
／
1
82
‐
３
２
５
０
）

参
照
）。

参
考
作
品
と
し
て
竹
友
会
（
卒

業
生
）
の
方
々
の
作
品
を
同
時
に

展
示
し
ま
す
。
卒
業
生
に
は
日
本

伝
統
工
芸
展
に
て
入
選
を
果
た
し

た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

優
良
運
転
者
の
表
彰
申
請
に
つ
い
て

自
動
車
運
転
者
の
交
通
道
徳
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
秋
に
優
良
運
転
者

の
表
彰
を
行
い
ま
す
の
で
該
当
さ
れ

る
希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

５
月
１
日（
月
）〜
30
日

（
火
）ま
で
（
期
間
厳
守
）
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
昼
12
時
〜

１
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
資
格

・
宇
陀

警
察
署
管
内
に
住
所
を
有
す
る
運
転

免
許
保
有
者
で
、（
財
）
奈
良
県
交

通
安
全
協
会
宇
陀
支
部
協
会
の
会

員
・
自
動
車
お
よ
び
原
動
機
付
自
転

車
の
運
転
を
、
継
続
し
て
行
っ
て
い

る
人
　
問
い
合
わ
せ
（
財
）
良
県
交

通
安
全
協
会
宇
陀
支
部
協
会
（
1

82
‐
０
１
１
０
）

警

察

か

ら

各

種

相

談

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業
場
、

百
貨
店
、
飲
食
店
等
、
多
数
の
者
が

出
入
り
や
勤
務
、
居
住
す
る
甲
種
防

火
対
象
物
に
は
甲
種
防
火
管
理
者
を

選
任
し
、
消
防
計
画
の
作
成
、
消
火
、

通
報
お
よ
び
避
難
の
訓
練
の
実
施
等

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

日
時

５
月
18
日（
木
）
午
前
８
時

50
分
〜
午
後
５
時
、
19
日（
金
）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
　
場
所

宇
陀

広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
　
対
象

消
防
法
施
行
令
に
規
定
さ
れ
る
甲
種

防
火
対
象
物
に
勤
務
す
る
管
理
的
、

監
督
的
な
職
務
に
従
事
す
る
人（
将

来
従
事
す
る
人
を
含
む
）
定
員

40

人（
先
着
順
）

費
用
３
千
円
　
申

し
込
み

受
講
申
込
書
（
宇
陀
広
域

消
防
組
合
に
有
）
を
作
成
し
、
５
月

８
日（
月
）〜
12
日（
金
）

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
に
宇
陀
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
（
1
82
‐
３
１
９

９
）
ま
た
は
各
消
防
署
へ

平
成
18
年
度
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習

会
・
試
験

対
象
・
狩
猟
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

る
人

・
既
に
受
け
て
い
る
狩
猟
免
許

と
異
な
る
種
の
狩
猟
免
許
を
受
け
た

い
人

・
県
内
に
住
所
が
あ
る
人
　
日

時

６
月
17
日
（
土
）
・
18
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
　
場
所

奈
良
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
橿
原

市
）

申
し
込
み

県
猟
友
会
（
1

０
７
４
２
‐
26
‐
８
１
２
５
）

宇
陀
広
域
消
防
か
ら

５月28日（日）まで（水曜日休館）
開館時間 午前９時～午後７時

〈入館料　無料〉



春
の
山
野
草
展

榛
原
山
野
草
会
で
は
、
今
年
も

「
自
然
の
ま
ま
」
育
て
る
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
た
山
野
草
展
を
開
催
し

ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
描
い
た
ス
ケ

ッ
チ
画
を
展
示
。
来
場
者
に
苗
を
用

意
し
て
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時

５
月
６
日（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
／
７
日（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
　
場
所

市
榛
原
総

合
セ
ン
タ
ー
　
問
い
合
わ
せ

榛
原

区
文
化
協
会
　
盆
栽
・
山
野
草
部
会

原
田
方
（
1
82
‐
４
７
５
１
）

榛
原
あ
い
さ
こ
い
さ
祭
り

「
札
の
辻
市
」
開
催

榛
原
商
工
会
で
は
、
中
心
市
街
地

歴
史
的
町
並
み
が
残
る
大
宇
陀
区
旧

松
山
地
区
周
辺
に
お
い
て
、
携
帯
電
話

ま
ち
歩
き
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
家
や
公
共
施
設
な
ど
に
掲

示
し
て
い
るQ

R

コ
ー
ド
を
カ
メ
ラ
付
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
こ
と
で
、
建
物
の

説
明
や
現
在
地
を
示
す
地
図
の
表
示
、

周
辺
の
施
設
案
内
な
ど
、
携
帯
サ
イ
ト

へ
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
注
）
対
応
機
種
の
み
。

Y
大
宇
陀
地
域
事
務
所
　
地
域
振
興
課

阿
騎
野
ま
ち
ナ
ビ
サ
ー
ビ
ス
開
始

２５　　広報うだ　２００６.５

そ

の

他

浄化槽の法定検査を受けましょう

携
帯
電
話
画
面
表
示
（
ト
ッ
プ
画
面
）

Q
R

コ
ー
ド

生活排水をきれいにし、環境保全に大きな役割を果
たしている浄化槽。浄化槽には保守点検や清掃、法定
検査が必要なことはご存知でしょうか。
法定検査は、水質検査などで浄化槽が正しく機能し

ているかを調べる重要な検査です。年１回の検査が義
務付けられていますが、これまで制度の周知が十分周
知できていないこともあり、検査を受けておられない
方がいます。浄化槽の適正な管理が行われないと川や
海の汚れがひどくなります。
制度の周知もかね、指定検査機関である（社）奈良県

環境保全協会から、順次、検査案内（手数料等）を送
付していますので、趣旨をご理解いただき、この機会
に検査を受けてください。
検査期間
５月２日～６月５日（土曜・日曜、祝日を除く）
菟田野区　５月２日～５月９日
大宇陀区　５月10日～５月15日
榛原区　　５月16日～５月23日
室生区　　５月24日～６月５日

Y（社）奈良県環境保全協会（1０７４５‐２２‐５１６１）

の
活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
事
業
の
一
環
と
し
て
次

の
と
お
り
「
札
の
辻
市
」
を
行
い
ま
す
。

日
時

５
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
　
場
所

榛
原
駅
近
く

の
新
町
通
り
周
辺
　
内
容

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
大
衆
演
劇
「
や
ま
と

座
」（
昼
の
部
）
無
料
開
放
と
役
者

さ
ん
と
の
交
流
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
奈
良
大
学
「
宝
来
講
」
に

よ
る
座
布
団
講
座
、
マ
グ
ロ
解
体
実

演
と
即
売
会
な
ど
　
問
い
合
わ
せ

札
の
辻
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
榛

原
商
工
会
館
内
／
1
82
‐
２
２
１

１
）

※
詳
し
く
は
、
５
月
号
折
込
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

初
心
者
の
方
に
楽
し
く
健
康
管
理

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
21
日（
日
）
午
前
９
時

〜
12
時
　
場
所

市
総
合
体
育
館

持
ち
物

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動

で
き
る
服
装
　
問
い
合
わ
せ
　
バ
ン

ビ
榛
原
　
垣
内
方
（
1
82
‐
４
３
８

２
）

榛
原
中
学
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

生
徒
た
ち
の
生
き
い
き
と
し
た
学

校
生
活
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
３
日（
土
）
午
前
９
時

20
分
〜
正
午
　
場
所

榛
原
中
学
校

対
象

榛
原
区
内
に
住
む
20
歳
以
上

の
方
　
申
し
込
み

５
月
31
日（
水
）

ま
で
に
榛
原
中
学
校
　
楠
田
方
（
1

82
‐
１
１
７
５
）

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
徒
歩

か
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
新
緑
の

曽
爾
村
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
９
日（
金
）〈
雨
天
決
行
〉

午
前
９
時
45
分（
近
鉄
榛
原
駅
北
口

受
付
）
コ
ー
ス
　
徒
歩
約
７
d（
掛

公
園
〜
鎧
岳
の
麓
〜
お
亀
の
湯
　
対

象

完
歩
可
能
な
方
　
定
員

80
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用

千
円（
入
浴
券
な
ど
）
※
弁

当
持
参
　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
は
が
き
に
申
込
者（
１
枚
に
２
人
以

内
）の
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
５
月
22
日（
月
）﹇
必
着
﹈

ま
で
に
　
〒
６
３
３
‐
０
０
２
１
　
桜

井
市
倉
橋
２
１
１
６
‐
２
桜
井
宇
陀
広

域
連
合
事
務
局
（
1
０
７
４
４
‐
44
‐

１
４
４
４
）
ま
で

４月１日から
健康保険法等の規定に基づいて
入院時の食事についての負担方法が変わりました

上記の②及び③に該当する方は、加入している医療
保険の保険者（老人保健は、居住地の市町村）の発行
する減額認定証を、被保険者証等に添えて医療機関の
窓口に提出することで、減額が受けられます。
※ 詳しくは、加入している医療保険の保険者（老人
保健は、居住地の市町村）までお問い合わせください。
Y市民生活課または各地域事務所

４月１日から入院時の食事負担が、１日単位から、１
食単位に変更されました。

①一般の方 
② 市町村民税非課税の世帯に属する方等 
  （③以外の方） 
  ｛過去１年間の入院日数が90日を超えている場合｝ 
③ ②のうち、所得が一定の基準に満たない
70歳以上の方等 

変更前 
（１日） 

780円 
650円 

300円 

変更後 
（１食） 

260円 
210円 

100円 
（500円） （160円） 

医療機関で提供される食事の内容が変わるものではなく、食事の負担額について、 
食数に関わらず１日単位で計算していたものを１食単位に変更するものです。 



開
催
日
　
５
月
12
日（
金
）
〜
17
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
12
日
は
午
後

１
時
よ
り
）

場
所
　
県
橿
原
文
化
会

館
（
２
階
）

問
い
合
わ
せ
　
森
口
方

（
1
82
‐
１
２
２
１
）

平
成
17
年
度
は
文
化
庁
後
援
の
「
伝

統
文
化
子
ど
も
教
室
事
業
」
に
採
択
さ

れ
、
子
ど
も
達
と
共
に
先
人
達
の
足
あ

と
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
親
子
で
の
参

加
も
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
。

対
象
　
幼
・
保
育
園
年
長
児
〜
中
学
生

場
所

市
総
合
体
育
館
　
練
習
日
　
毎

土
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
／
毎
日
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分
　
費
用
　
千
円
（
夏
の
合
宿
、

そ
の
他
の
積
立
代
）

問
い
合
わ
せ

三
明
方
（
1
82
‐
５
３
４
１
）

室
生
区
田
口
で
恒
例
の
「
田
口
ふ
れ

あ
い
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
会
は
、
過
疎
化
が
進
ん
で

い
る
当
地
域
で
活
力
あ
る
地
域
を
め
ざ

し
て
住
民
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

企
画
か
ら
運
営
ま
で
手
づ
く
り
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
地
域
な
ら
で
は
の
温
か

み
の
あ
る
ふ
れ
あ
い
運
動
会
に
あ
な
た

も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
５
月
28
日（
日
）
午
前
９
時
〜

榛
原
柔
道
教
室

練
習
生
募
集

（
雨
天
の
場
合
６
月
４
日
）

場
所

旧
田
口
小
学
校
運
動
場
（
室
生
区
下
田

口
）
問
い
合
わ
せ
　
実
行
委
員
長

的

場
方（
1
93
‐
２
４
０
７
）

テ
ー
マ

良
い
姿
勢
は
健
康
の
源
　
体

の
歪
み
は
腰
痛
、
膝
痛
の
原
因
に
な
り

ま
す
　
日
時
　
５
月
19
日（
金
）
・
26

日（
金
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
場

所
　
市
総
合
体
育
館
　
講
師

河
野
三

千
代
（N

P0

法
人
リ
ズ
ム
体
操
研
究
会

理
事
）

持
ち
物

上
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
　
問
い
合
わ
せ

フ
レ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
榛
原
　
平
岡
方
（
1
82
‐
１
３

５
９
）

広報うだ　 ２６

み
ん
な
の
掲
示
板

●「宇陀市推奨品」づくりにチャレンジしてみませんか
当市産業の活性化及び支援を目的に、｢宇陀市推奨品｣として新規特産品の開

発を次のとおり募集します。

開発品・特産品募集

◆宇陀市推奨品開発事業◆

◆宇陀市地域特産品認定事業◆
●「特産品」募集
特産品に認定されると「宇陀市特産品」として、宇陀市ホームページ、パンフレットなどで積極的にＰＲ

していくとともに、｢特産品認定マーク｣を商品に貼り付けることができ、宇陀市内の優れた商品であること
が明示され、物産展等のイベントでも優先的に出店できます。

室
生
区
田
口
ふ
れ
あ
い
運
動
会

森
口
勝
治
油
絵
展

５
月
無
料
体
験
講
習
会

お
詫
び
と
訂
正

広
報
「
う
だ
」
４
月
号
26
ペ
ー
ジ

「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
掲
載
で
、
日
本
書

記
と
あ
る
の
は
日
本
書
紀
の
誤
り
で

し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
掲
載
項
目
は
必
要
最
小
限
度
内
に
（
９０

文
字
程
度
）
■
紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き

な
い
場
合
あ
り
■
掲
載
さ
れ
る
内
容
に

つ
い
て
は
責
任
を
持
つ
こ
と
■
営
利
目

的
の
も
の
（
主
催
者
が
収
入
を
得
る
も
の

や
営
利
行
為
の
無
料
Ｐ
Ｒ
活
動
、
職
業

に
密
接
し
た
も
の
も
含
む
）、
政
治
宗
教

に
関
す
る
も
の
、
公
序
良
俗
に
反
す
る

も
の
、
金
銭
的
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
恐

れ
が
あ
る
も
の
、
不
特
定
多
数
の
市
民

を
対
象
と
し
な
い
も
の
な
ど
は
掲
載
不

可
■
原
稿
は
掲
載
日
の
約
１
カ
月
前
に

宇
陀
市
役
所
　
秘
書
広
報
課
へ

み
ん
な
の
掲
示
板

掲
載
記
事
募
集
中
！

問い合わせ　産業企画課
（1８２‐２４０３）

申請資格 

申請方法 

申請期間 
経費の補助 
審査 

市内で生産された農林水産物を原料とし、市内において加工する、斬新なアイデア
による新規特産品の開発であること 

市内に住所を有する法人、その他の団体および個人 

「申請書」に必要書類（①事業計画書　②事業収支予算書）を添付の上、市産業企
画課へ提出 

５月１日（月）～１０月３１日（火）まで 

補助対象経費に対して半額（補助金の上限額１００万円まで）の補助 

「宇陀市推奨品開発事業等認定委員会」により審査し、市長が決定します。 

申請要件 

申請方法 

申請期間 

審査 

その他 

①申請者は、市内で対象商品を製造している者 
②対象品目の主原材料が市内で生産されている 
「申請書」を、市産業企画課へ提出してください 
※後日指定した期間内に商品を必ず提出してください 

５月１日（月） ～８月３１日(木)まで 

◆認定基準◆（下記を総合的に判断します） 
①市内で製造されている　　　②主原材料が当市で生産されている　③名称・意匠等が当市にかかわりがある 
④品質が優秀で、生産に関するこだわりなどが、類似品より優れていて、市の特産品として広く推奨できる 
⑤製品及び設備等が、食品衛生法その他の関係法令に適合している。 
⑥１年以上の販売実績があり、市民に広く知られている。 
⑦一定期間一定量その製品の安定的な生産供給が可能であり、一般流通経路において消費者が購入可能である。 
※認定基準に適合しているか、「宇陀市推奨品開発事業等認定委員会」により審査し、市長が決定します。 

認定の有効期間は３年間です。ただし、有効期間終了後も引き続き申請できます。 

申請要件 ｝ いずれかに該当すること 
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◆◆◆ ゴ ミ 収 集 日 程 ◆◆◆
■菟田野区
◎燃えるゴミ収集 毎週月・木曜日
◎ガラス・ビン類ゴミ収集 毎月10日
◎金属類ゴミ収集 毎月20日
Y菟田野地域事務所　市民環境課（1８４‐２５２１）
■室生区（燃えないゴミ）
◎５月10日（水）
上笠間・下笠間・深野・小原・染田・多田・無山・奥山
◎５月22日（月）
大野・向渕（奥山除く）・三本松・砥取・瀧谷・西谷・
龍口

◎５月31日（水）
黒岩・田口元上田口・下田口・田口元角川・室生

Y室生地域事務所　市民環境課（1９２‐２００１）
■大宇陀区・榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配布しているゴミカレンダー

等をご覧ください。
Y大宇陀地域事務所　市民環境課（1８３‐２２５１）
Y市環境対策課　護美センター（1８２‐６５２１）

【市民割引カード利用方法】
本ページ左上の市民割引カード引換券を、点線にそ

って切り取りあきののゆへ持参いただくと、フロント
にて『市民割引カード』を発行します。
あきののゆご利用時に「市民割引カード」を提示い

ただくと、下記料金にて入浴できます。
☆市民料金 一般大人７００円を５００円に

一般小人３５０円を２５０円に
※市民割引カードには有効期限があります。詳しくは、
あきののゆ（1８３‐４１２６）までお問い合わせください。
営業時間 午前１０時～午後９時

（午後８時３０分受付終了）
休館日 毎月第水曜日

〈入館の諸注意〉
●入れ墨・泥酔されている方のご入浴は堅くお断り致
します。
●館内での事故・盗難に関しては一切責任を負えませ
んのでご了承ください。
●高血圧・心臓病・動脈硬化・体調の悪い方は医師の
指示を受けてください。

４月１日、指定管理者制度が導入された大宇陀
温泉あきののゆがリニューアルオープン、市や企
業関係者約25人が出席し、記念式典が行われまし
た。
露天風呂や塩サウナを新設したほか、トレーニ

ングマシンを備えたフィットネスルームやマッサ
ージルームも完備され、５月には宴会もできるレ
ストランがオープンします。
利用料金も、新たに市民割引が適用されていま

すので、ぜひご家族でご利用ください。
※指定管理者制度とは…営業実績のある民間業者に管理
運営を委ねることで、コスト低減やサービスの向上が期
待されます。

～温泉に
行きませんか～

５月１日　レストランオープン！

４月に新しく生まれ変わったあきののゆに、レ
ストランがオープンします。
たくさんの地元素材を使って、皆さまに旬の味

をお届けします。

◆◆◆広報「うだ」設置場所◆◆◆
‐ご利用ください‐

◎道の駅宇陀路大宇陀（年末年始）
◎宇陀市文化会館

（水曜日、第２・４火曜日、祝日）
◎菟田野人権交流センター

（第２・４日曜日・祝日）
◎菟田野公民館（日・月曜日）
◎大和富士ホール（月曜日、祝日）
◎市立中央図書館（月曜日、祝日）
◎伊那佐文化センター（月曜日・祝日の翌日）
◎農林会館（水曜日、第２・４火曜日・祝日）
◎たかぎふるさと館
（月曜日、第１・３・５火曜日、祝日）

◎榛原区保健センター（土・日曜日、祝日）
◎ふれiギャラリー（火曜日）
◎市役所［１階ふるさとテラス］
（土・日曜日、祝日）

◎各地域事務所（土・日曜日、祝日）
（ ）内は休館日

Y秘書広報課



か
ね
て
よ
り
、
人
々
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
愛
さ
れ
て
き
た
室

生
寺
。
平
成
10
年
の
台
風
７
号
の
五

重
塔
の
被
害
の
折
に
も
、
全
国
か
ら

１
万
５
千
通
も
の
激
励
の
手
紙
や
、

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

室
生
寺
の
創
建
に
は
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
奈
良
時
代
末
期
、
山
辺
親
王

（
後
の
桓
武
天
皇
）
の
病
気
平
癒
の
祈

願
が
興
福
寺
の
高
僧
賢
�
な
ど
高
徳

な
僧
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
勅
命
に
よ
り
国
家
の
た
め

に
創
建
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

建
立
の
実
務
に
あ
た
っ
た
の
は
賢
�

の
弟
子
修
円
と
い
う
僧
で
あ
り
、
こ

れ
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

修
円
は
、
最
澄
や
空
海
と
も
交
流

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
山
林
修
行
の
道

場
や
法
相
・
真
言
・
天
台
な
ど
各
宗

兼
学
の
寺
院
と
し
て
独
特
の
仏
教
文

化
を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
国
宝

や
重
要
文
化
財
等
の
宝
庫
で
あ
り
、

厳
し
く
女
人
を
禁
制
し
て
き
た
高
野

山
に
対
し
て
、
女
性
の
参
詣
を
許
可

し
た
こ
と
か
ら
「
女
人
高
野
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

桜
・
し
ゃ
く
な
げ
・
新
緑
・
紅

葉
・
雪
景
色
と
四
季
折
々
の
美
し
い

風
景
は
、
訪
れ
た
人
々
の
心
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。

第
４
回
　
室
生
区

「
室
生
寺
」
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